
人と自然がなごむ交流都市ひみ

平成 19年度予算が決まりました
氷見インター4月15日（日）開通 !!
4 月から市の組織が変わります
男女共同参画プランを策定しました
毎日の習慣があなたの健康づくり①

2～ 5
6～ 7
8～ 9

10～ 11
12 ～ 13

広報
氷見市のホームページ　http://www.city.himi.toyama.jp/
「広報ひみ」は氷見市のホームページでもご覧いただけます。

お
も
な
内
容

2007年
（平成19年）

No.642

能越自動車道氷見インター  4月15日開通

（関連記事は6～7ページ）
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「人と自然がなごむ交流都市ひみ」

を目指して

平成19年度予算が決まりました

全会計の予算総額

（前年度対比0.3％の増）

480億1,668万円

平
成
19
年
度
予
算
編
成
は

　

厳
し
い
財
政
環
境
を
踏
ま
え
、
既
存
の
施
策
や
事
務
事
業
な

ど
の
厳
正
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
新
た
に
作
成
し
た
「
集
中

改
革
プ
ラ
ン
」（
※
１
）
に
掲
げ
る
改
革
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

能
越
自
動
車
道
「
氷
見
高
岡
道
路
」
の
開
通
に
よ
り
、
氷
見
市

の
新
し
い
時
代
の
ペ
ー
ジ
が
開
く
重
要
な
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
活
力
が
発
揮
さ
れ
る
事
業
や
、
優
先
枠
に
掲
げ
た
重
点

５
項
目
（
３
ペ
ー
ジ
表
２
参
照
）
を
は
じ
め
、
第
７
次
総
合
計
画
に
掲

げ
る
「
新
世
紀
の
挑
戦
」
な
ど
を
重
点
に
予
算
化
し
ま
し
た
。

※ 

１　

氷
見
市
を
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
持
続
可
能
な
行
政
体
と
す
る
た
め
に
策

定
さ
れ
た
も
の
で
、平
成
19
年
度
か
ら
21
年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と
す
る
プ
ラ
ン
。
詳
し
く
は
、

広
報
ひ
み
２
月
号
２
〜
３
ペ
ー
ジ
参
照
。

歳
入
・
歳
出
の
特
徴
は

○
歳
入
で
は

　

市
税
は
、前
年
度
に
比
べ
17
．６
％

の
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。こ
れ
は
、

国
の
「
歳
出
・
歳
入
一
体
改
革
」
の

方
針
の
も
と
、
国
か
ら
地
方
へ
の
税

源
移
譲
の
進
展
か
ら
、
国
に
納
め
る

所
得
税
を
減
ら
し
て
県
や
市
に
納
め

る
住
民
税
に
移
さ
れ
る
こ
と
や
定
率

減
税
が
廃
止
さ
れ
る
（
※
２
）
た
め

な
ど
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
あ
っ
た
所
得

譲
与
税
（
※
３
）、
減
税
補
て
ん
債
（
※

４
）
が
廃
止
さ
れ
る
ほ
か
、
臨
時
財

政
対
策
債
（
※
５
）
を
含
む
実
質
の

地
方
交
付
税
は
、前
年
度
に
比
べ
３
．

６
％
の
減
と
な
る
も
の
と
見
込
ん
で

い
ま
す
。

※
２　

個
人
住
民
税
所
得
割
額
の
７
．
５
％

相
当
額
（
上
限
２
万
円
）
の
定
率
減
税
が
、

平
成
19
年
６
月
徴
収
分
の
住
民
税
よ
り
、

廃
止
さ
れ
る
。

※
３　

国
税
で
あ
る
所
得
税
の
収
入
の
う
ち

一
部
を
地
方
に
譲
る
も
の
。

※
４　

恒
久
的
な
減
税
に
よ
る
税
収
不
足
を

補
う
た
め
に
認
め
ら
れ
た
借
入
金

※
５　

地
方
交
付
税
の
減
額
分
を
補
う
た
め

の
借
入
金
で
、
そ
の
償
還
に
要
す
る
経
費

は
全
額
地
方
交
付
税
で
補
填
さ
れ
る
。

○
歳
出
面
で
は

　

介
護
経
費
な
ど
の
福
祉
費
や
病
院

事
業
へ
の
繰
出
金
を
中
心
に
確
実
に

増
加
し
て
お
り
、
財
政
状
況
は
、
一

段
と
逼ひ
っ

迫ぱ
く

の
度
合
い
を
増
し
て
い
ま

す
。

表 1 平成19年度 会計別予算額
一般会計 206億1,500万円
事業会計（※6） 90億2,256万円

水道事業 21億1,313万円

病院事業 69億   943万円

特別会計（※6） 183億7,913万円
国民健康保険 53億7,525万円

育英資金 1,168万円

下水道 22億1,888万円

老人保健医療事業 62億5,724万円

介護保険 45億1,610万円

※6  事業会計・特別会計とは、特定の人たちがお互い
に助け合うことを目的とした事業や限られた人た
ちが利益を受ける事業のもので、一般会計と区別
して経理されています。
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一般会計 

H15年度 H16年度 H17年度 H18年度 H19年度 

事業会計 特別会計 

当初予算の推移 

（各会計は千円単位で切り上げのため、合計は一致しま
せん。）

480億1,668万円480億1,668万円480億1,668万円480億1,668万円
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一
般
会
計
に
つ
い
て

　

２
０
６
億
１
，
５
０
０
万
円
を
計

上
し
て
お
り
、前
年
度
対
比
１
．７
％

の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

厳
し
い
歳
入
環
境
の
下
、
財
政
調

整
基
金
（
※
７
）、
減
債
基
金
（
※
８
）

合
わ
せ
て
６
億
５
千
万
円
を
取
り
崩

す
こ
と
と
し
て
い
る
ほ
か
、
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
事
業
や
小
中
学
校
の
耐

震
化
優
先
度
調
査
な
ど
に
ふ
る
さ
と

づ
く
り
基
金
や
教
育
文
化
振
興
基
金

を
活
用
す
る
な
ど
、
財
源
の
確
保
を

図
り
ま
し
た
。

　

地
方
債
依
存
度
（
臨
時
財
政
対
策

債
等
の
一
般
財
源
を
除
く
。）（
※
９
）

は
、
財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
留
意

し
、
市
債
の
発
行
を
極
力
抑
制
し
た

た
め
、４
．
８
％
（
前
年
度
よ
り
１
．

２
ポ
イ
ン
ト
減
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
は
、
29
億
２
，

９
１
０
万
円
で
、
田
園
空
間
整
備

事
業
が
平
成
18
年
度
で
終
了
す
る

こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
対
比
15
．

６
％
の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
特
定
目
的
基
金
を
活
用
し
た

こ
と
か
ら
、
一
般
財
源
ベ
ー
ス
で
は

９
億
２
，
２
６
７
万
円
と
な
っ
て
お

り
、「
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ

て
抑
制
を
図
っ
て
い
ま
す
。

※
７　

年
度
間
の
財
源
の
不
均
衡
を
調
整
す

る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
基
金

※
８　

地
方
債
の
償
還
及
び
そ
の
信
用
の
維

持
の
た
め
に
設
け
ら
れ
た
基
金

※
９　

収
入
に
占
め
る
地
方
債
収
入
の
割
合

事
業
会
計
に
つ
い
て

　

90
億
２
，
２
５
６
万
円
を
計
上
し

て
お
り
、
水
道
事
業
会
計
に
お
い
て

石
綿
管
更
新
事
業
が
終
了
に
よ
り
減

と
な
っ
た
こ
と
、
一
方
、
病
院
事
業

会
計
に
お
い
て
長
期
借
入
金
５
億
円

の
借
換
に
伴
う
返
還
金
が
増
と
な
っ

た
こ
と
な
ど
か
ら
、
前
年
度
と
の
対

比
は
０
．
６
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。

特
別
会
計
に
つ
い
て

　

１
８
３
億
７
，
９
１
３
万
円
を

計
上
し
て
お
り
、
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
に
お
い
て
共
同
事
業
拠
出
金

の
増
、
介
護
保
険
特
別
会
計
に
お
い

て
介
護
サ
ー
ビ
ス
等
給
付
事
業
費
の

増
、
一
方
、
下
水
道
特
別
会
計
に
お

い
て
機
能
高
度
化
下
水
道
整
備
事
業

費
や
余
川
地
区
農
業
集
落
排
水
整
備

事
業
費
の
減
、
老
人
保
健
医
療
事
業

特
別
会
計
に
お
い
て
医
療
給
付
の
減

な
ど
か
ら
、前
年
度
と
の
対
比
で
２
．

４
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
19
年
度
予
算
の
概
要

　

重
点
配
分
し
た
事
業
を
、
第
７
次

総
合
計
画
の
長
期
的
な
ま
ち
づ
く
り

構
想
に
し
た
が
っ
て
紹
介
し
ま
す
。

（
１
万
円
未
満
は
四
捨
五
入
）

表２ 一般会計予算の特徴
膀重点５項目に係る施策の重点配分

　●人づくりの推進

　●定住策の推進

　●地域づくりの推進

　●産業と雇用おこしの推進

　●市民病院の建設に向けた検討

玳第７次総合計画が目指す「新世紀の挑戦」
　などの施策の計画的な推進

珎「集中改革プラン」の着実な推進

玻市債の新規発行の抑制による財政の健全性
　の確保

珀特定目的基金の活用（教育文化振興基金等
　７５，０９０千円）

■
新
世
紀
の
挑
戦

○
ひ
み
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
管
理
運
営

　

事
業
費　
　
　

１
，
４
０
０
万
円

　

旧
北
陸
銀
行
氷
見
北
支
店
の
建

物
を
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
改
装
し
、

藤
子
不
二
雄
狢
氏
の
作
品
展
示
な
ど

を
行
い
ま
す
。

○
「
は
じ
め
ま
せ
ん
か
氷
見
の
く
ら

　

し
」
推
進
事
業
費　

２
７
１
万
円

　

空
き
家
情
報
バ
ン
ク
に
よ
る
情

報
の
提
供
や
下
見
を
す
る
人
へ
の
助

成
、
受
入
施
設
の
調
査
な
ど
を
行
い

ま
す
。

ひみ潮風ギャラリーの外観イメージ図

○
北
大
町
地
先
市
有
地
定
住
・
交
流

　

拠
点
整
備
事
業
費　

６
６
２
万
円

　
「
食
」
と
「
健
康
」
を
テ
ー
マ
と

す
る
定
住
・
交
流
拠
点
整
備
の
検
討

を
行
い
ま
す
。

○
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
費

　

１
億
５
，
０
０
１
万
円

　

ひ
み
潮
風
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
整
備
や

側
溝
の
改
修
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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0

5

10

15

20

25

30
（億円） 

固
定
資
産
税 

市
民
税 

市
た
ば
こ
税 

軽
自
動
車
税
な
ど 

25億3,795万円 26億503万円 

3億1,804万円 

1億3,345万円 

■
か
が
や
き
つ
づ
け
る
人
づ
く
り

○
氷
見
の
教
育
基
本
方
針
推
進
事
業
費

３
０
０
万
円

　

子
ど
も
の
確
か
な
学
び
や
心
の
教

育
を
推
進
さ
せ
、
夢
や
希
望
を
も
っ

て
進
ん
で
世
界
に
羽
ば
た
く
子
ど
も

を
育
て
る
た
め
、
氷
見
の
教
育
基
本

方
針
の
具
現
化
を
図
り
ま
す
。

○
第
30
回
記
念
氷
見
シ
ー
サ
イ
ド

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
施
事
業
費

　

１
３
０
万
円

　

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
、
記
念
の
大
会
を
開
催

し
ま
す
。

○
環
境
美
化
推
進
事
業
費

　
（
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
支
援
）70

万
円

　

家
庭
ご
み
の
有
料
化
に
伴
う
不
法

投
棄
防
止
対
策
と
し
て
、
地
域
住
民

に
よ
り
行
わ
れ
て
い
る
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
を
支
援
し
ま
す
。

○
第
59
回
全
国
漁
港
漁
場
大
会
開
催

　

事
業
費　
　
　
　
　

３
８
２
万
円

　

平
成
19
年
10
月
に
開
催
さ
れ
る
大

会
の
負
担
金
な
ど
で
す
。

○
東
海
北
陸
自
動
車
道
全
線
開
通

　

観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
費

４
２
１
万
円

　

中
京
圏
で
観
光
と
物
産
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
す
。

○
観
光
案
内
板
設
置
事
業
費

　

１
，
２
６
１
万
円

　

氷
見
イ
ン
タ
ー
周
辺
に
設
置
し
ま

す
。

○
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
費

　

１
３
４
万
円

　

ま
ん
が
ロ
ー
ド
整
備
通
り
に
面
す

る
空
き
店
舗
で
新
規
に
開
業
す
る
方

に
、
店
舗
改
装
費
の
助
成
な
ど
を
行

い
ま
す
。

衛生管理対策が進む卸売市場には、大会期間中に全国から
約２０００人が訪れます。

不法投棄の巡回パトロールを行う八代環境パトロール隊員

【自主財源】地方公共団体が自主的に収入しうる財源。

【依存財源】国や県の意思により決定された額が、交付さ
れたり割り当てられたりする収入。

【市税】市が課税するもの。市民税、固定資産税、軽自動
車税、市たばこ税、入湯税など。

【地方交付税】地方公共団体が行うべき事務事業を遂行す
ることができるよう、一定の基準により国が交付する
もの。一定の算定により交付される普通交付税と当該
年度の特殊事情により交付される特別交付税がある。

【市債】市が資金調達のために負担する債務でその返済が
将来に渡って行われるもの。つまり市の借金。

一
般
会
計
予
算
の
内
訳

依
存
財
源
　

60.8％

自主

財
源
　
3
9
.2
％

歳入 
206億1,500万円 

市税 55億9,447万円 
27.1％ 

諸収入 
10億2,450万円 

5.0％ 

使用料など 2億9,783万円 1.4％ 
分担金及び負担金 4億　863万円 2.0％ 

繰入金 7億6,065万円 3.7％ 
国庫支出金 
13億1.373万円 
6.4％ 

市債（臨時財政対策債を含む） 
14億6,240万円　7.1％ 

県支出金 
12億9,679万円 

6.3％ 

地方譲与税など 
10億2,600万円 

5.0％ 

地方交付税 
74億3,000万円 

36.0％ 

【国庫支出金】国からの補助金や委託金等。

【県支出金】県からの補助金や委託金。

【地方譲与税】国が国税として徴収し、一定の基準によって地方公
共団体に譲与する税。

市税の内訳

○
家
庭
ご
み
有
料
化
地
域
協
力
事
業
費

３
３
３
万
円

　

地
域
の
ご
み
集
積
場
で
の
ご
み
排

出
指
導
に
対
し
、
協
力
金
を
交
付
し

ま
す
。

■
元
気
と
あ
た
た
か
さ
に
満
ち
た
地

　

域
づ
く
り

○
市
民
病
院
将
来
計
画
策
定
事
業
費

　

１
１
８
万
円

　

将
来
計
画
に
対
す
る
調
査
検
討
を

行
い
ま
す
。

■
活
力
み
な
ぎ
る
産
業
づ
く
り

○
市
道
堀
田
海
老
坂
線
道
路
改
良
事

　

業
費　
　
　
　

２
，
６
０
０
万
円

　

国
道
１
６
０
号
に
通
じ
る
交
通
量

の
多
い
幹
線
市
道
を
、
拡
幅
整
備
し

ま
す
。

毎年、小学生から一般までの幅広い市民が参加してい
る氷見シーサイドマラソン
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拡幅整備が行われる市道堀田海老坂線

観光ボランティアのガイドにより、中心市街地
を巡る「ゆったりまちなか巡り」

里山整備に取り組む地域のみなさん

歳出 
206億1,500万円 

民生費 
43億136万円 
20.9％ 

公債費 
37億1,659万円 

18.0％ 

土木費 27億9,633万円 
13.6％ 

衛生費 27億7,189万円 
13.4％ 

農林水産業費 
16億2,968万円 

7.9％ 

総務費 
20億4,317万円 

9.9％ 

教育費 
14億7,358万円 

7.1％ 

商工費 9億4,711万円 4.6％ 
消防費 5億7,227万円 2.8％ その他 3億6,302万円 1.8％ 

【民生費】社会福祉、児童福祉、生活保護等に必要な経費。
【公債費】市債（4ページ下欄参照）の返済等に必要な経費。
【土木費】道路、橋りょう、河川、都市計画等に必要な経費。
【衛生費】保健衛生、清掃等に必要な経費。
【農林水産業費】農業、林業、水産業等に必要な経費。
【総務費】徴税、住民基本台帳、選挙等に必要な経費。
【教育費】小中学校、社会教育、保健体育等に必要な経費。

市民一人当たりに使われる予算
（平成19年2月末住民基本台帳人口に基づく）

年額 100,792円

市民１人当りの納める税金

年額 371,408円
教育費
26,549円

農林水産業費
29,361円

土木費
50,380円

衛生費
49,939円

民生費
77,495円

公債費
66,959円

消防費など
16,851円

総務費
36,811円

商工費
17,063円

軽自動車税など
2,404円

市たばこ税
5,370円

市民税
46,933円

固定資産税
45,725円

○
企
業
誘
致
ビ
デ
オ
等
制
作
事
業
費

　

２
０
０
万
円

　

氷
見
市
を
紹
介
す
る
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ

を
制
作
し
ま
す
。

○
ゆ
っ
た
り
ま
ち
な
か
巡
り
事
業
費

　

２
０
０
万
円

　

観
光
客
な
ど
に
神
社
、
仏
閣
、
観

光
地
等
を
紹
介
し
、
中
心
市
街
地
を

ゆ
っ
く
り
散
策
し
て
も
ら
う
も
の
で

す
。

■
安
全
で
や
す
ら
ぎ
の 

　

あ
る
生
活
環
境
づ
く
り

○
環
境
美
化
推
進
事
業
費

　

８
１
５
万
円

　

海
岸
清
掃
の
委
託
や

ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ナ
ー
バ

ス
ケ
ッ
ト
の
購
入
な
ど

を
行
い
ま
す
。

○
市
南
部
地
区
浸
水
対

　

策
事
業
費

　

３
，
０
４
０
万
円

　

出
水
時
に
慢
性
的
な

被
害
を
受
け
て
い
る
南

部
地
区
の
被
害
を
防
止

す
る
た
め
、
石
坊
川
の

か
さ
上
げ
改
修
、
園
川

の
暗
渠
整
備
等
を
行
い

ま
す
。

○
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
事
業
費

　

５
０
０
万
円

　

水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
事
業
交

付
金
を
活
用
し
て
、
里
山
づ
く
り
を

計
画
的
に
行
い
ま
す
。

○
ご
み
減
量
化
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
事

　

業
費　
　
　
　

１
，
０
３
７
万
円

　

資
源
集
団
回
収
報
奨
金
や
生
ご
み

堆
肥
化
容
器
・
電
気
式
生
ご
み
処
理

機
購
入
助
成
金
、
廃
食
用
油
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

○
浄
化
槽
整
備
推
進
モ
デ
ル
地
区
事

　

業
費　
　
　
　
　
　

７
３
３
万
円

　

モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
、
浄
化
槽

の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。
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能
越
自
動
車
道
氷
見
イ
ン
タ
ー
が

4
月
15
日（
日
）
開
通
し
ま
す
!!

待
望
の
氷
見
イ
ン
タ
ー

　

能
越
自
動
車
道
（
一
般
国
道
４
７
０
号
）

の
高
岡
北
イ
ン
タ
ー
と
氷
見
イ
ン
タ
ー
間

11
．
２
km
が
、暫
定
２
車
線
で
４
月
15
日（
日
）

に
開
通
し
ま
す
。

　

氷
見
市
が
長
年
待
ち
望
ん
で
い
た
高
規
格

幹
線
道
路
（
自
動
車
専
用
道
路
）
で
今
後
、

経
済
、
観
光
、
文
化
な
ど
各
方
面
で
の
交
流

が
い
っ
そ
う
広
が
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

能
越
自
動
車
道
は
、
石
川
県
輪
島
市
を
起

点
と
し
て
、
七
尾
市
、
氷
見
市
、
高
岡
市
等

を
経
由
し
て
、
小
矢
部
砺
波
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ

ン
に
至
る
延
長
約
１
０
０
km
の
自
動
車
専
用

道
路
で
す
。

　

平
成
元
年
８
月
に
高
岡
北
イ
ン
タ
ー
・
小

矢
部
砺
波
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
の
基
本
計
画

が
決
定
し
て
以
来
、
各
区
間
で
整
備
が
進
め

ら
れ
、
平
成
16
年
６
月
に
は
、
高
岡
北
イ
ン

タ
ー
・
高
岡
イ
ン
タ
ー
間
の
４
．
５
km
が
、

平
成
18
年
６
月
に
は
、
石
川
県
の
能
登
空
港

イ
ン
タ
ー
・
穴
水
イ
ン
タ
ー
間
の
６
．
２
km

が
そ
れ
ぞ
れ
供
用
開
始
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

合
計
は
56
．
５
km
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

代
替
機
能
の
確
保

　

市
内
で
は
、
こ
れ
ま
で
国
道
１
６
０
号
や

国
道
４
１
５
号
を
は
じ
め
と
し
て
、
県
道
や

市
道
、
そ
の
他
の
道
路
が
整
備
さ
れ
充
実
し

て
き
ま
し
た
が
、
豪
雨
な
ど
に
よ
る
雨
量
規

制
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の
自
然
災
害
が
あ
れ

ば
、
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
後
能
越
自
動
車
道
の
よ
う
な

道
路
が
整
備
さ
れ
、
順
次
、
開
通
し
て
い
く

こ
と
で
、
た
と
え
一
般
道
路
が
雨
量
規
制
や

災
害
な
ど
に
よ
り
通
行
止
め
に
な
っ
て
も
、

そ
れ
に
か
わ
る
道
路
と
し
て
機
能
し
、
通
勤

や
通
学
な
ど
暮
ら
し
の
面
で
も
安
心
し
て
生

活
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
進
展

　

氷
見
イ
ン
タ
ー
の
開
通
に
よ
り
、
今
後
氷

見
市
か
ら
は
、
直
接
北
陸
自
動
車
道
や
東
海

北
陸
自
動
車
道
な
ど
の
高
速
道

路
に
乗
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
、

人
・
物
の
交
流
や
移
動
が
こ
れ

ま
で
以
上
に
広
が
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
高
速
道
路
が
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ

り
、３
大
都
市
圏
（
中
京
、関
西
、

関
東
）
と
の
人
や
物
の
流
れ
も

大
幅
に
時
間
短
縮
さ
れ
、
氷
見

イ
ン
タ
ー
か
ら
名
古
屋
ま
で
は

約
３
時
間
、
大
阪
ま
で
は
約
４

時
間
30
分
、
東
京
ま
で
は
約
５

時
間
30
分
で
結
ぶ
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
ま

で
の
一
般
国
道
を
利
用
し
た
場

合
の
お
よ
そ
半
分
の
時
間
で
す
。

　

氷
見
市
の
生
鮮
食
料
品
な
ど

は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
こ
れ
ま

で
よ
り
遠
く
ま
で
運
ぶ
こ
と
が

可
能
に
な
り
、
こ
れ
に
伴
う
人
・

物
な
ど
経
済
活
動
の
活
性
化
に

よ
り
、
今
後
は
、
観
光
面
で
の
集
客
や
企
業

誘
致
な
ど
に
も
弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

高波による国道
160号への越波

国道160号で発生し
た土砂崩壊

6



イ
ベ
ン
ト
情
報

◆
氷
見
イ
ン
タ
ー
開
通
記
念

　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト

　

開
通
の
１
週
間
前
に
あ
た
る
、
４
月
８
日

（
日
）
に
、
氷
見
イ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
開
通

を
記
念
し
た
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

内
容(

予
定)

　

午
前
９
時
〜
・
関
係
者
に
よ
る
記
念
植
樹

　

午
前
10
時
〜

・
能
越
自
動
車
道
本
線
上
を
歩
く
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
（
参
加
自
由
）

・
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
（
50
台
程
度
）
や
国
土

交
通
省
の
特
殊
作
業
車
（
10
台
程
度
）
の

展
示
会

・
似
顔
絵
師
（
５
名
）
に
よ
る
似
顔
絵
描
き

コ
ー
ナ
ー

・
市
内
の
物
産
の
Ｐ
Ｒ
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

な
お
、
氷
見
イ
ン
タ
ー
付
近
に
は
、
駐
車

場
（
駐
車
ス
ペ
ー
ス
）
は
あ
り
ま
せ
ん
。
当

日
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
、
氷
見
駅
と
氷
見
漁

港
か
ら
定
期
的
に
出
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
こ
の
広
報
ひ
み
４
月
号
と

一
緒
に
お
届
け
す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

●
氷
見
北
イ
ン
タ
ー（
仮
称
）の

　

追
加
設
置
決
定

　

本
年
２
月
、氷
見
北
イ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
が
、
稲
積
地
内
で
追
加
設
置
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
し
、
国
土
交
通
省

が
正
式
発
表
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
市
内
で
、
氷
見
イ
ン

タ
ー
と
灘
浦
イ
ン
タ
ー
（
仮
称･

宇

波
地
内
）
２
か
所
の
設
置
が
決
定
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
新
た
に
氷
見
市

が
要
望
し
て
い
た
氷
見
北
イ
ン
タ
ー

（
仮
称
）
の
追
加
設
置
が
決
ま
っ
た

も
の
で
す
。

　

こ
の
氷
見
北
イ
ン
タ
ー
が
整
備

さ
れ
る
こ
と
で
、
今
後
災
害
に
強
い

幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
、
雨
量
規
制
や
自
然
災
害
な
ど
に

よ
る
迂
回
機
能
が
強
化
さ
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
灘

浦
地
区
な
ど
へ
の
緊
急
活
動
が
時
間

短
縮
さ
れ
、
迅
速
な
活
動
の
実
現
も

併
せ
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

氷
見
北
イ
ン
タ
ー
の
概
要

・
設
置
箇
所　

稲
積
地
内

・
Ｉ
・
Ｃ
形
式　

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
型

　
（
フ
ル
Ｉ
・
Ｃ
）

●
総
合
防
災
訓
練
を
実
施

　

４
月
15
日
（
日
）
の
能
越
自
動
車
の

高
岡
北
〜
氷
見
の
開
通
に
先
立
ち
、
３

月
15
日
（
木
）、海
老
坂
ト
ン
ネ
ル
で
「
車

両
事
故
及
び
車
両
火
災
」
を
想
定
し
た

大
規
模
な
総
合
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
警
察･

消
防
等
と
合
同
で
訓

練
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、
能
越
自

動
車
道
の
危
機
管
理
体
制
の
確
立･

強
化

を
図
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
富
山
県
警
察
本
部
の
高

速
道
路
交
通
警
察
隊
や
高
岡･

氷
見
両

市
の
消
防
本
部
員
な
ど
の
関
係
者
約
80

名
が
参
加
し
、
万
が
一
に
備
え
、
情
報

伝
達
訓
練
や
交
通
規
制
訓
練
、
消
防
に

よ
る
消
火･
救
助
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

問
合
せ
先

　

能
越
自
動
車
道
対
策
室

　
　
　

蕁
74
‐
８
１
７
１

◆
氷
見
イ
ン
タ
ー
開
通
式

　

４
月
15
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら
、
能
越

自
動
車
道
氷
見
イ
ン
タ
ー(

大
野
地
内)

で
開

通
式
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

氷
見
市

森
づ
く
り
プ
ラ
ン
策
定

　
「
水
と
み
ど
り
の
森
づ
く
り
税
」
施
行

に
伴
う
森
林
整
備
事
業
の
導
入
に
向
け
て
、

「
氷
見
市
森
づ
く
り
協
働
会
議
」
に
よ
り
氷

見
市
森
づ
く
り
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
森
づ
く
り
の
た
め
の
基
本
的
事
項

①
森
林
の
有
す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
、

向
上
を
図
る
た
め
、
適
切
な
森
林
整
備

を
推
進
し
ま
す
。

②
地
域
住
民
だ
け
に
よ
る
森
林
管
理
が
困

難
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
輪
を
広
げ
支
援

し
て
い
き
ま
す
。

③
整
備
方
法
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
状
態･

立
地
条
件･

地
域
ニ
ー
ズ
を
反
映
し
た
多

様
な
森
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

○
具
体
的
な
取
り
組
み

　

実
施
期
間
（
平
成
19
〜
23
年
度
）

天
然
林
…
集
落
周
辺
の
里
山
に
お
い
て
、

生
物
の
多
様
性
の
保
全･

生
活
関
連
施
設

の
機
能
確
保

人
工
林
…
風
雪
被
害
の
大
き
か
っ
た
地
区

は
、
針
広
混
交
林
へ
誘
導
し
公
益
機
能

の
確
保
や
景
観
の
保
全
を
図
る

問
合
せ
先　

農
林
課　

蕁
74
‐
８
０
８
６

　

氷
見
市
森
林
組
合　

蕁
74
‐
８
１
５
８
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市
の
組
織
が
変
わ
り
ま
す

●
問
合
せ
先　

総
務
課

　

蕁
74
‐
８
０
２
１　

蕭
74
‐
４
０
０
４

　

電
子
メ
ー
ル　

so
u
m
u
@
city.h

im
i.lg
.jp

　

氷
見
市
で
は
、
社
会
経
済
情
勢

や
市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
の
環
境
の
変

化
に
的
確
に
対
応
し
つ
つ
、
政
策

目
的
の
達
成
を
図
る
た
め
、
次
の

３
点
に
配
慮
し
て
、
組
織･

機
構

を
再
編
し
ま
す
。

１
．
市
民
の
安
全･

安
心
を

支
え
る
組
織
づ
く
り

◆
災
害
時
等
に
お
け
る

　

マ
ン
パ
ワ
ー
の
確
保

　

道
路
（
市
道
、
街
路
、
農･

林
道
、
漁
村

集
落
道
）
等
の
基
盤
整
備
や
国
土
保
全
（
河

川
改
修
、
地
す
べ
り
対
策
、
急
傾
斜
地
崩
壊

防
止
対
策
、
砂
防･

治
山
な
ど
）
に
係
る
技

術
部
門
を
建
設
課
に
集
約
し
、
弾
力
的
運
用

が
可
能
な
組
織
体
制
と
し
ま
す
。

◆
防
災･

危
機
管
理
体
制
の
強
化

　

総
務
課
に
、
専
任
の
「
防
災･

危
機
管
理

担
当
」
を
設
置
し
ま
す
。

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

　

い
き
い
き
元
気
館
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
に
、
専
任
の
「
地
域
包
括
支
援
担
当
」

を
設
置
し
ま
す
。

２
．
市
民
に
わ
か
り
や
す
い

簡
素
で
効
率
的
な
組
織
づ
く
り

◆
組
織
の
簡
素
化･

効
率
化

・
国
土
の
保
全
に
係
る
業
務
を
建
設
課
に
一

元
化
し
、
「
ふ
る
さ
と
保
全
担
当
」
を
設

置
し
ま
す
。

・
道
路
の
管
理
及
び
整
備
に
係
る
業
務
を
建

設
課
に
一
元
化
し
、
「
市
道
整
備
担
当
」

及
び
「
農
林
道
整
備
担
当
」
を
設
置
し
ま

す
。

・
国･

県
事
業
に
係
る
調
整
及
び
用
地
取
得

の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
建
設
課
に
「
事

業
調
整･

用
地
担
当
」
を
設
置
し
ま
す
。

・
花･

み
ど
り
の
推
進
（
花
と
み
ど
り
の
庭

園
都
市
づ
く
り
、
都
市
公
園
等
の
管
理
及

び
整
備
、
海
浜
植
物
園･

フ
ォ
レ
ス
ト
フ

ロ
ー
ラ
ル
ガ
ー
デ
ン
へ
の
支
援
な
ど
）
に

係
る
業
務
を
都
市
計
画
課
に
一
元
化
し
、

「
花･

み
ど
り
推
進
班
」
を
設
置
し
ま

す
。

◆
組
織
の
ス
リ
ム
化

・
市
長
の
事
務
部
局
で
は
、
技
術
部
門
の
集

約
化
に
伴
い
ふ
る
さ
と
整
備
課
を
廃
止
す

る
な
ど
、
１
課
５
担
当
を
廃
止
し
、
ス
リ

ム
化
を
図
り
ま
す
。

・
教
育
委
員
会
事
務
局
で
は
、
市
史
編
さ
ん

業
務
の
完
了
に
伴
い
、
市
史
編
さ
ん
室
を

廃
止
し
ま
す
。

３
．
市
政
の
重
要
課
題
に

対
応
で
き
る
組
織
づ
く
り

◆
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
う

　

助
役
、
収
入
役
制
度
の
見
直
し

・
助
役
を
「
副
市
長
」
に
切
り
換
え
ま
す
。

・
特
別
職
の
収
入
役
を
廃
止
し
て
、
一
般
職

の
「
会
計
管
理
者
」
を
設
置
し
ま
す
。

◆
市
民
病
院
の
経
営
戦
略
の
強
化

　

市
民
病
院
事
務
局
に
「
情
報
企
画
室
」
を

設
置
し
ま
す
。

◆
滞
納
整
理
の
強
化

　

市
税
の
滞
納
の
一
掃
に
集
中
的
に
取
り
組

む
た
め
、
税
務
課
に
「
滞
納
整
理
班
」
を
設

置
し
ま
す
。

◆
観
光
の
振
興

　

豊
か
な
食
文
化
を
生
か
し
た
観
光
の
振
興

と
氷
見
ブ
ラ
ン
ド
の
定
着
化
を
推
進
す
る
た

め
、
商
工
観
光
課
に
「
き
と
き
と
食
文
化･

氷
見
ブ
ラ
ン
ド
推
進
班
」
を
設
置
し
ま
す
。

４月から

氷見市本庁舎
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○
本
庁
舎
内
の
事
務
室
の

配
置
が
変
わ
り
ま
す

　

産
業
部
の
課
を
同
じ
フ
ロ
ア
に
配
置
す
る

な
ど
、
一
部
の
部
課
の
事
務
室
を
移
動
し
ま

す
。

※
青
色
の
部
分
が
移
動
す
る
部
課
で
す
。

福祉課 環境課 農林課 

水産漁業課 商工観光課 税務課 

吹　　　抜 

都市計画課 

税務課 

能　　越 
自動車道 
対 策 室 

農　業 
委員会 
事務局 

別館２階 
会議室 

WC

WC

WC
EV
EV

売店 

職員組合 

湯
沸
室
 

倉
庫
 

機械室 

本館３階 
南側（正面玄関側） 

別館２階 

本庁舎配置図 

環　境　課
水産漁港課
都市計画課

別館２階

別館３階

本館３階

別館２階
※これに伴い、別館３階は建設課のみとなります。

農　林　課 本館３階北側→本館３階南側

→

→

｝
【移動前】 【移動後】

○
担
当
窓
口
が

変
わ
り
ま
す

　

組
織
の
再
編
に
伴
い
、
一

部
の
事
務
に
つ
い
て
担
当
窓

口
が
変
わ
り
ま
す
。

事　　　務 旧担当課 新担当課

街路整備 都市計画課

建設課林道整備、林業基盤整備、治山 農林課

農道整備、農業基盤整備 ふるさと整備課（廃止）

食文化、地消地産 農林課 商工観光課
地籍調査、田園漁村空間整備 ふるさと整備課（廃止） 農林課

○
新
設
又
は
所
属
課
を
変
更
す
る

　

班
・
担
当
の
電
話
番
号

　

原
則
と
し
て
、
組
織
の
再
編
前
か
ら
の
電
話
番
号
を
使
用

し
て
い
ま
す
。

課 班･担当 電話番号

総務課 防災･危機管理担当 74-8021

税務課 滞納整理班 30-7040

地域包括支援センター
(いきいき元気館内 )

地域包括支援担当 74-8067

建設課 

市道整備担当 74-8074

農林道整備担当 30-7011

ふるさと保全担当 30-7071

事業調整･用地担当 74-8091

都市計画課 花･みどり推進班 30-7012、30-7077

農林課
地籍調査班 74-8094

田園･漁村空間整備推進班 74-8036

商工観光課
きときと食文化･氷見ブラ
ンド推進班

74-8089

組
織
見
直
し
の
詳
細
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

h
ttp
://w
w
w
.city.h

im
i.to
yam

a.jp
/

〈ふるさと整備課は廃止〉
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氷
見
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
〜
フ
ァ
イ
ン
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
２
０
０
７
〜

を
策
定
し
ま
し
た

■
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
社
会
情
勢
の
変
化

○
少
子
高
齢
化
の
進
行
と
人
口 

　

減
少
社
会
の
到
来

　

本
市
の
総
人
口
は
、
平
成
17
年
国
勢
調
査

で
は
５
４
，
４
９
５
人
で
、
昭
和
55
年
以
降

一
貫
し
て
減
少
し
て
い
ま
す
。【
表
１
】

　

ま
た
、
年
少
人
口(

０
歳
〜
14
歳)

の
割

合
は
12.

１
％
（
全
国
（
13
・
７
％
）、
県

（
13
・
５
％
））、
老
年
人
口(

65
歳
以
上)

の

割
合
は
27.

５
％
（
全
国(

20.

１
％)

、
県

(

23.

２
％)

）
で
あ
り
、
全
国
、
県
と
比
較

し
て
も
少
子
高
齢
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

【
表
２
】

【表２】年齢別３区分人口の推移 

年少人口 

9.4

27.5

68.7

60.4

21.9
12.1

9.4 10.4 12.4 14.3 17.1 20.7 24.7 27.5

68.7 67.8 66.1 65.5 65.9 64.7 62.1 60.4

21.9 21.6 21.4 20.2 17.0 14.5 13.2 12.1

S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17
（年） 

老年人口 

生産人口 

年少人口 

資料　国勢調査 

（
割
合
・
％
） 

70,000 

60,000 

50,000 

40,000 

30,000 

20,000 

10,000 

0 S35 S40 S45 S50 S55 S60 H2 H7 H12 H17
（年） 

（人） 

資料　国勢調査 

【表１】市の人口の推移 

○
女
性
の
就
業
状
況
の
実
態

　

本
市
の
女
性
就
業
率
は
、
平
成
17
年
国
勢

調
査
で
は
49.

８
％
で
あ
り
、
県
を
下
回
る

も
の
の
、
全
国
平
均
の
46.

４
％
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。【
表
３
】

　

し
か
し
、
一
方
で
県
の
女
性
の
賃
金
は
男

性
の
約
３
分
の
２
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
他
、

県
の
女
性
の
管
理
職
比
率
は
３
．
４
％
と
全

国
45
位
で
あ
る
な
ど
、
依
然
男
女
の
格
差
が

み
ら
れ
ま
す
。

○
家
族
形
態
の
多
様
化

　

本
市
の
三
世
代
同
居
率
は
28.

５
％
と
非

常
に
高
い
値
を
示
し
て
い
ま
す
。(

県
19.

０
％
、
全
国
８
．
６
％)

　

三
世
代
同
居
は
、
女
性
の
社
会
進
出
に
必

要
な
家
事･
育
児･
介
護
の
相
互
協
力
が
期
待

で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
核
家
族
が
約
半
数
を
占
め
る
な
ど
、

家
族
形
態
の
多
様
化
が
進
行
し
て
い
ま
す
。

55.0 

53.0 

51.0 

49.0 

47.0 

0

H2 H7 H12 H17
（年） 資料　国勢調査 

53.2

【表3】女性の就職率の推移 

53.4

51.5

50.9

53.352.9

47.1 47.3
46.2

46.4

50.8
49.8

全国 
富山県 

氷見市 （
割
合
・
％
） 

企画広報室
蕁74-8013

○
国･

県
の
動
き

　

国
で
は
、
平
成
11
年
に
「
男
女
共
同
参
画

基
本
法
」
を
制
定
し
、
翌
年
に
は
「
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
に
関
す
る
法
律(

Ｄ
Ｖ
法)

」

や
「
次
世
代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
な
ど

の
関
連
法
を
制
定
し
ま
し
た
。

　

平
成
17
年
に
は
「
男
女
共
同
参
画
基
本
計

画(

第
２
次)

」
を
策
定
し
、
県
で
も
、
平
成

19
年
に「
富
山
県
民
男
女
共
同
参
画
計
画(

第

２
次)

」
を
策
定
す
る
等
、
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い

ま
す
。

○
市
民
の
意
識
の
変
化

　
「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う
考
え
方

に
代
表
さ
れ
る
男
女
の
役
割
に
関
す
る
固
定

的
な
考
え
方
は
、
依
然
と
し
て
根
強
く
残
っ

て
い
ま
す
。ま
た
、比
較
的
男
性
の
方
が
、
そ
の
固

定
観
念
が
強
く
残
っ
て
い
ま
す
。【
次
ペ
ー
ジ
表
４
】

　

し
か
し
、「
女
性
の
働
き
方
に
関
す
る
意

識
」
の
中
で
は
、
男
女
平
均
で
約
76
％
（
Ｈ

16
年
県
調
査
で
は
68
％
）
が
女
性
が
働
く
こ

と
を
肯
定
的
に
と
ら
え
て
い
る
よ
う
に
、
男

女
と
も
に
意
識
の
変
化
が
見
ら
れ
ま
す
。【
次

ペ
ー
ジ
表
５
】
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基本目標 基本施策 主な取り組み
政
策
方
針
決

定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画

の
拡
大

審議会等への女性の参画の促進
女性の公職参加の拡大

女性の登用の拡大

女性の人材育成 女性リーダーの育成講座や研修の実施

男
女
共
同
参
画
の
視

点
に
立
っ
た
社
会
制

度･

慣
行
の
見
直
し
、

意
識
の
改
革

男女共同参画意識の普及
広報・啓発活動の実施

制度慣行の見直し

男女共同参画意識を推進する教育･学習 男女共同参画の視点に立った教育

女性に対するあらゆる暴力の根絶

人権啓発活動の展開

ＤＶに関する相談支援体制の充実

セクシャルハラスメントの防止

雇
用
等
の
分
野
に
お
け
る
男
女
の

均
等
な
機
会
と
待
遇
の
確
保

雇用の分野における男女の均等な機会
と待遇の確保対策の推進 男女雇用機会均等法等の周知

母性機能の保護
育児・介護休業制度の啓発

妊産婦の健診と健康相談の実施

女性の能力発揮促進のための援助

女性のチャレンジ支援の情報提供

研修等の情報提供と参加促進

育児･介護休業法の利用促進の啓発

放課後こどもプランの実施

労働時間短縮の促進の啓発

男
女
が
と
も
に
支
え
合
う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

の
実
現 多様なライフスタイルに対応した子育

て支援策の充実

延長保育･特別保育の実施

地域子育て支援センターの設置

ひとり親家庭への支援

乳幼児の健診と子育て相談の実施

ファミリーサポート事業の実施

高齢者等が安心して暮らせる条件整備

地域包括支援センターの設置

介護保険施設の整備

地域総合福祉活動推進事業 (ケアネット 21) の実施

介護予防事業の実施

生涯を通じた女性の健康支援
不妊治療への支援

生涯を通じた女性の健康支援

賛成 
8.4％ 

どちらかと 
いえば賛成 
30.9％ 

どちらかと 
いえば賛成 
30.9％ 

どちらかと 
いえば反対 
29.0％ 

反対 
22.9％ 

わからない 
8.8％ 

内円　男性 
外円　女性 

12.4％ 

35.8％ 
26.9％ 

14.0％ 

10.9％ 

【表４】「夫は外で働き、妻は家庭を守るべき」 
という考え方をどう思いますか？ 
　　　　　　　　　　　　　　(平成18年市民アンケート)就職しない3.6％ 

その他　3.0％ 

結婚したら離職 
5.5％ 

子供ができたら 
離職　8.5％ 

子供が 
大きくなったら 
再就職 
42.4％ 

ずっと 
働き続ける 
33.7％ 

【表５】「女性の働き方に対する意識」 
(平成18年市民アンケート)

氷見市男女共同参画プラン
～ファインパートナーシップ 2007～の概要

●計画の期間　2007年 4月（平成 19年度）から 2012年 3月（平成 23年度）までの 5年間
●主な取り組みとその達成目標（抜粋）

　

人
口
減
少
社
会
の
本
格
的
到
来
を
迎
え
、

豊
か
で
活
力
あ
る
社
会
を
維
持
し
て
い
く

た
め
に
は
、
就
業
の
場
に
限
ら
ず
、
あ
ら

ゆ
る
分
野･

場
面
で
女
性
が
進
出
し
、
活
躍

し
て
い
く
こ
と
が
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

氷
見
市
で
は
、「
氷
見
市
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、「
男
女
が
互
い
を
尊

重
し
、
支
え
合
う
社
会
の
形
成
」
を
目
指

し
ま
す
。

広報11 2007.4月号



健康課題の改善のために取り組む保健行動 基準値
（Ｈ13年）

Ｈ18年の
状況 評価 目標値

（Ｈ23年）

食生活
①ほ乳瓶の中に甘いジュースなどを入れず、適切な飲み物を入れて飲んでいる
②時間を決めておやつを食べている
③夕食後寝るまでに、お菓子、ジュース、アイスなどを食べることを控える

％
66.2
81.3
71.3

％
70.6
85.1
59.6

％
95
90
85

運動習慣
④子どもが歩ける距離ならば、車に乗せないで歩かせる
⑤普段体を動かす遊びを週３回以上する

28.5
77.0

35.5
91.1

51
88

親子のふれあい
⑥子どもと接するとき、言葉がけやスキンシップを行うようにしている 94.2 96.1 97

歯科保健行動
⑦フッ素塗布をしている
⑧ほぼ毎日子どもの歯の仕上げ磨きをしている

33.9
48.9

32.1
57.2

50
82

テレビ･ビデオ
⑨適切な距離でテレビやビデオを見る
⑩テレビを見たりテレビゲームなどをするとき時間を決めている
⑪３歳以上の幼児で、テレビゲームなどを週３回以下にしている
⑫３歳以上の幼児で、平日テレビゲームなどを１日１時間以内にしている

95.6
46.2
88.5
5.1

94.7
49.9
87.5
9.1

98
73
増加
増加

氷
見
市
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
21
中
間
評
価
か
ら

　

氷
見
市
で
は
平
成
13
年
度
か
ら
14
年
度
に

か
け
て
「
氷
見
市
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
21
」
を
策

定
し
ま
し
た
。
氷
見
市
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
21
と

は
「
誰
も
が
健
や
か
で
、
心
豊
か
に
生
活
で

き
る
活
力
あ
る
氷
見
市
」
を
め
ざ
し
た
健
康

づ
く
り
を
推
進
す
る
計
画
で
す
。

　

平
成
18
年
度
は
、
計
画
最
終
年
度(

平
成

23
年
度)

に
向
け
て
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
等
か

ら
中
間
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
今
月
は
乳
幼

児
期
か
ら
少
年
期
ま
で
の
子
ど
も
世
代
に
お

け
る
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

※
な
お
、青
年
期(

19
〜
39
歳)

か
ら
高
齢
期(

65
歳
以
上)

　

の
状
況
に
つ
い
て
は
、
来
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

中
間
評
価
か
ら
み
た

　

子
ど
も
世
代
の
健
康
づ
く
り

★
お
や
つ
は
決
ま
っ
た
時
間
、量
は
控
え
め
に

　

お
菓
子
や
ジ
ュ
ー
ス
の
取
り
す
ぎ
は
肥
満
や
む

し
歯
な
ど
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

★
戸
外
遊
び
を
積
極
的
に
！

　

テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
な
ど
室
内
遊
び
ば
か
り
で
は
な

く
、
太
陽
の
あ
た
る
戸
外
で
、
の
び
の
び
と
か
ら

だ
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。
大
人
が
相
手
を
し
て
教

え
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

★
親
子
の
ふ
れ
あ
い
、ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
大
切
に

　

乳
幼
児
期
に
は
、
抱
き
癖
な
ど
を
気
に
せ
ず
、

抱
っ
こ
を
十
分
に
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
子
ど
も

は
抱
っ
こ
さ
れ
る
と
い
う
肌
の
ふ
れ
あ
い
で
、
心

が
満
た
さ
れ
気
持
ち
が
安
定
し
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
十
分
に

話
し
を
聞
い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

★
朝
は
７
時
ま
で
に
起
き
、
朝
食
は
し
っ
か 

　

り
食
べ
よ
う

　

朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
体
温
が
上
が
り
、
体
や

脳
の
働
き
が
活
発
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
元
気

に
遊
ん
だ
り
、
し
っ
か
り
勉
強
に
取
り
組
む
こ
と

が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
夜
更
か
し
が
習
慣
化
す

る
と
疲
れ
や
す
く
な
っ
た
り
、
食
欲
や
集
中
力
が

低
下
し
イ
ラ
イ
ラ
す
る
な
ど
子
ど
も
の
心
身
の
発

達
に
さ
ま
ざ
ま
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

　

早
寝
早
起
き
の
習
慣
を
身
に
付
け
、「
起
き
る
、

寝
る
、
食
べ
る
、
遊
ぶ
」
と
い
う
一
日
の
生
活
に

メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
世
代
は
、
一
生
の
基
礎
と
な
る
生

活
習
慣
を
獲
得
す
る
年
代
で
あ
り
、
両
親
・

家
族
の
生
活
に
大
き
く
影
響
さ
れ
ま
す
。

　

家
族
ぐ
る
み
で
望
ま
し
い
生
活
習
慣
の
確

立
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
！

「元気に遊び、しっかり食べてすくすくのびる子」乳幼児期
（0～6歳）

健康課題
１位　むし歯
２位　情緒の未形成

３位　肥満
４位　視力低下
５位　アレルギー疾患

表
中
の
評
価
に
つ
い
て

　
　

良
く
な
っ
て
い
る

　
　

ま
あ
ま
あ
良
く
な
っ
て
い
る

　
　

変
わ
ら
な
い

　
　

悪
く
な
っ
て
い
る

めざす姿

健
康
課　

蕁
74
‐
８
０
６
２
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健康課題の改善のために取り組む保健行動 基準値
（Ｈ13年）

Ｈ18年の
状況 評価 目標値

（Ｈ23年）

食生活
①炭酸飲料やジュース、加糖の缶コーヒーや紅茶類を毎日飲まない
②ハンバーガーやフライドポテトを食べる回数が週2回以下

％
76.0
62.2

％
68.7
88.9

％
84
72

運動習慣
③平日、学校の体育以外に週1回以上運動をする 79.5 85.6 95

健康管理
④体重を月1～2回以上測っている 71.2 68.0 90

テレビ･ビデオ
⑤テレビやビデオを見たり、ゲームやパソコンをする時間が平日で3時間
　未満
⑥テレビやビデオを適切な距離で見る

56.6
41.7

76.8
50.4

70
70

お酒
⑦お酒を飲まない 90.7 91.4 100

タバコ
⑧タバコを吸ったことがない 95.1 96.1 100

健康課題の改善のために取り組む保健行動 基準値
（Ｈ13年）

Ｈ18年の
状況 評価 目標値

（Ｈ23年）

食生活
①就寝前2時間以内に、食べ物を口にすることが週2回以下
②時間を決めておやつを食べている
③甘い飲み物(ジュース、イオン飲料、乳酸飲料など)を毎日飲まない

％
60.6
64.7
90.5

％
56.5
61.7
85.4

％
80
81
97

運動習慣
④普段体を動かす遊びを週3回以上する
⑤子どもが歩ける距離ならば、車に乗せないで歩かせる
⑥学校まで車などで送迎することがない

64.3
57.1
79.7

76.1
55.2
80.1

80
95
95

歯科保健行動
⑦歯みがきを毎日している
⑧フッ素入り歯みがき剤を使用している

81.1
70.1

85.6
57.3

100
94

テレビ･ビデオ
⑨テレビやビデオを適切な姿勢で見る
⑩テレビやビデオを適切な距離で見る
⑪暗いところでマンガを読んだり、テレビゲームをしたりすることがあ
　まりない

61.4
42.5
70.5

83.7
37.6
64.4

80
71
90

「のびのびイキイキ 心も体も元気な子」学童期
（7～12歳）

健康課題
１位　視力の低下
２位　体力低下（※）

３位　肥満傾向
４位　むし歯
５位　ストレスによる精神の不安定

「夢や目標に向かって前向きに取り組める」少年期
（13～19歳）

健康課題
１位　生活習慣病の低年齢化
２位　ストレスに関連した身体症状や精神神経症状

３位　肥満
４位　体力の低下
５位　視力の低下

めざす姿

めざす姿

※印の項目については、中間評価から新しく指標が加えられた項目であるため、評価はありません。
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３
月
市
議
会
定
例
会

　

３
月
市
議
会
定
例
会
は
、
３
月
７
日
に
開
会
し
、
20
日
ま
で
の
14
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
期
中
、

平
成
19
年
度
の
予
算
案
を
は
じ
め
、
平
成
18
年
度
の
一
般
、
事
業
、
特
別
の
各
会
計
の
補
正
予
算
案
な
ど
議
案

35
件
が
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
予
算
は
２
〜
５
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。(

■
議
案)

予 

算 

関 

係

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

一
般
会
計
は
、
２
億
１
，
８
４
９
万
円

が
減
額
補
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
で
、
平

成
18
年
度
の
予
算
総
額
は
２
１
９
億
１
，

１
９
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
△
は
減
額
）

・
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
積
立
金

１
，
０
０
０
万
円

・
防
災
対
策
事
業
費　
　
　
　

２
６
０
万
円

・
減
債
基
金
積
立
金　
　

４
，
０
０
０
万
円

・
病
院
事
業
会
計
繰
出
金
３
，
８
６
１
万
円

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
繰
出
金

１
，
９
８
８
万
円

・
就
労
意
欲
促
進
事
業
費
《
新
規
》

１
４
１
万
円

・
保
育
所
営
繕
費　
　
　
　
　

３
０
０
万
円

・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
費
《
新
規
》

６
，
２
３
０
万
円

 
・
小
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業
費
《
新
規
》

４
０
７
万
円

 

・
中
学
校
ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
事
業
費
《
新
規
》

８
９
５
万
円

・
春
の
全
国
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
選
手　

　

権
大
会
開
催
事
業
費
補
助
金　

５
７
５
万
円

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
積
立
金　
　

75
万
円

・
そ
の
他　
　
　

△
４
億
１
，
５
８
１
万
円

事
業
・
特
別
会
計
補
正
予
算

（
△
は
減
額
）

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

収
益
的
支
出　
　
　
　
　
　

８
０
０
万
円

　

資
本
的
収
入　
　
　

△
６
，
８
４
１
万
円

　

資
本
的
支
出　
　
　

△
９
，
３
８
５
万
円

■
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

収
益
的
収
入　
　
　
　

３
，
８
６
１
万
円

　

収
益
的
支
出　
　
　
　

１
，
５
０
０
万
円

　

資
本
的
収
入　
　
　
　
　
　
　

△
48
万
円

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入･

歳
出　
　
　

△
５
，
５
５
１
万
円

■
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

歳
入･

歳
出　
　
　

△
４
，
０
５
２
万
円

■
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

◎
保
険
事
業
勘
定

　

歳
入･

歳
出　
　
　

△
１
，
４
３
６
万
円

条
例
関
係
等

■
氷
見
市
副
市
長
の
定
数
を
定
め
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

■
氷
見
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
議
会
議
員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及

び
期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

■
氷
見
市
監
査
委
員
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
税
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
乳
児
、
幼
児
及
び
児
童
の
医
療
費

の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て

■
氷
見
市
妊
産
婦
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
心
身
障
害
者
福
祉
金
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
遺
児
福
祉
金
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■
氷
見
市
障
害
児
福
祉
金
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

■
氷
見
市
道
路
占
用
料
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■
氷
見
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

■
高
岡
地
区
広
域
圏
事
務
組
合
規
約
の
一

部
変
更
に
つ
い
て

■
富
山
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

■
富
山
県
市
町
村
会
館
管
理
組
合
規
約
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

■
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

■
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
変
更
に

つ
い
て

■
氷
見
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

■
氷
見
市
議
会
傍
聴
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

■
氷
見
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改
正
に

つ
い
て
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布
し
た
チ
ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
た
と
お
り
、

今
月
か
ら
ご
み
処
理
施
設
へ
の
持
込
み
手
数

料
も
改
定
し
ま
す
。

　

事
業
所
か
ら
出
る
ご
み
の「
種
類
」と｢

量｣

を
把
握
し
、
次
の
例
の
よ
う
に
そ
れ
ぞ
れ
の

職
場
に
あ
っ
た
最
も
効
果
的
な
方
法
を
実
践

し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み
処
理
機
の
助
成
を
ご
利
用

く
だ
さ
い

　

生
ご
み
の
減
量
を
促
進
す
る
た
め
、
生
ご

み
処
理
機
、
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
を
購
入
さ

れ
る
ご
家
族
や
グ
ル
ー
プ
、
事
業
所
等
の
、

購
入
助
成
の
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

○
ご
家
族
（
個
人
）
の
場
合

ご
み

問題
を考える

⑨

ご
み

問題
を考える

⑨

環境課
蕁 74‐8065

４
月
１
日
ス
タ
ー
ト
！

　

燃
や
せ
る
ご
み
の
有
料
化
が
始
ま
り
ま
し
た
！

燃
や
せ
る
ご
み
は

収
集
指
定
袋
で
出
し
て
く
だ
さ
い

　

今
月
か
ら
「
収
集
指
定
袋
」
の
販
売
が
開

始
さ
れ
る
と
と
も
に
、
燃
や
せ
る
ご
み
は
、

市
が
指
定
す
る
「
収
集
指
定
袋
」
で
出
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
「
収
集
指
定
袋
」
以
外
の
袋
で
出
さ
れ
て

も
収
集
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　

ご
み
処
理
経
費
の
節
減
・
既
存
施
設
の
延

命
・
環
境
負
荷
の
軽
減
の
た
め
に
、
ご
み
の

減
量
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
環
境
に
配

慮
し
、
ご
み
を
出
さ
な
い
生
活
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
！

ご
み
を
減
ら
す
た
め
に
…

●
買
い
物
は
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
で
！

　

買
い
物
の
た
び
に
受
け
取
る
レ
ジ
袋
は
石

油
を
原
料
と
し
て
お
り
、
１
年
間
に
全
国
で

約
３
０
０
億
枚
（
約
60
万
ト
ン
）
が
ご
み
と

し
て
捨
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
も
環
境
に
配
慮
し
、
レ
ジ
袋
の
削

減
に
取
り
組
む
ス
ー
パ
ー
や
小
売
店
が
増
え

て
い
ま
す
。

　

マ
イ
バ
ッ
グ
の
利
用
で
、
身
近
な
と
こ
ろ

か
ら
ご
み
の
減
量
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

●
資
源
ご
み
は
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
い
ま
す
！

　

市
で
は
、
平
成
12
年
度
よ
り
皆
様
の
ご
協

力
を
得
て
、
分
別
収
集
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ご
み
の
分
別
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、

焼
却
ご
み
や
埋
め
立
て
ご
み
を
減
ら
す
ば
か

り
で
な
く
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
通
し
て
限
り
あ

る
資
源
の
節
約
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

●
「
事
業
所
の
ご
み
」
の
減
量
化
に
向
け
て

　

循
環
型
社
会
の
構
築
を
進
め
る
に
は
、
事

業
者
の
皆
さ
ん
に
も
ご
み
減
量
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

広
報
ひ
み
平
成
18
年
10
月
号
と
一
緒
に
配

地区名 所在地 店　　名

朝日丘 

伊勢大町一丁目 （有）九沢住設

本町 
（有）サクライ包装

ホームプラザホーセン

幸町
新屋敷文具店

袴商店

東 北大町 恵比寿食料品店

燃やせるごみの収集指定袋取扱所が
追加されました

リ
サ
イ
ク
ル
に
当
た
っ
て
の
お
願
い

　

汚
れ
が
付
着
し
た
も
の
は
リ
サ
イ
ク

ル
で
き
な
い
た
め
、
収
集
後
に
手
作
業
で

選
別
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
他
の
ご
み
に

も
汚
れ
が
付
着
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

せ
っ
か
く
の
分
別
を
無
駄
に
し
な
い

よ
う
、
資
源
ご
み
を
出
す
際
に
は
、
汚
れ

を
取
り
除
い
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

生
ご
み

処
理
機

購
入
金
額
の
２
分
の
１
又
は

２
万
５
千
円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

堆
肥
化

容　

器

購
入
金
額
の
２
分
の
１
又
は
５
千

円
の
い
ず
れ
か
低
い
額

▽
古
紙
は
新
聞
・
雑
誌
・
段
ボ
ー
ル
・

オ
フ
ィ
ス
古
紙
な
ど
に
分
類
し
、
回

収
業
者
に
引
き
取
っ
て
も
ら
う
。

▽
生
ご
み
は
、
生
ご
み
処
理
機
を
利
用

し
、
発
生
抑
制
に
努
め
る
。

▽
包
装
は
、
必
要
最
小
限
に
す
る
。

※
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
キ
ャ
ッ
プ
を
は
ず
し
て
拠
点

回
収
ボ
ッ
ク
ス
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
は
ず
し

た
キ
ャ
ッ
プ
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
ご

み
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
グ
ル
ー
プ
・
事
業
所
等
の
場
合

　

対
象
機
器　

処
理
能
力
10
裴
／
日
以
上

　

助
成
金
額　

１
０
０
万
円
を
限
度

　
　
（
事
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。）

集
団
資
源
回
収
報
奨
金
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

限
り
あ
る
資
源
を
有
効
利
用
し
、
循
環
型

社
会
の
構
築
を
推
進
す
る
た
め
、
集
団
資
源

回
収
を
行
う
団
体
に
報
奨
金
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

報
奨
金
の
額　
　
　
　
　

５
円
／
kg

　
（
回
収
業
者
か
ら
の
売
却
代
金
の
ほ
か
に
）

※
生
ご
み
処
理
機
・
堆
肥
化
容
器
の
助
成
、
集
団

資
源
回
収
の
報
奨
金
は
、
平
成
19
年
度
分
か
ら

増
額
し
て
い
ま
す
。

広報15 2007.4月号



年
金
加
入
記
録
の
お
知
ら
せ

35
歳
を
迎
え
る
方
に

年
金
加
入
記
録
を
お
送
り
し
ま
す

　

社
会
保
険
庁
で
は
、
老
齢
年
金
の
受
給
に
必

要
な
25
年
以
上
の
加
入
期
間
を
確
保
で
き
る
上

限
年
齢
で
あ
る
35
歳
を
迎
え
る
方
に
、
過
去
の

年
金
加
入
記
録
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
機
会
に
、
今
一
度
公
的
年
金
制
度
の
内

容
を
正
し
く
ご
理
解
い
た
だ
き
、
ご
自
身
の
年

金
加
入
状
況
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
対
象
と
な
る
方

　

基
礎
年
金
番
号
を
有
す
る
被
保
険
者
ま
た
は

被
保
険
者
で
あ
っ
た
方
で
、
35
歳
を
迎
え
る
方

（
昭
和
47
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
方
）。

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
除
き
ま
す
。

○
社
会
保
険
庁
で
管
理
し
て
い
な
い
共
済
組
合

員
の
方

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
Ｉ
Ｄ
パ
ス

ワ
ー
ド
認
証
方
式
に
よ
る
年
金
個
人
情
報
の

提
供
を
受
け
て
い
る
方

○
お
知
ら
せ
の
作
成
日
に
お
い
て
次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
方

　

①
基
礎
年
金
番
号
を
有
し
な
い

　

②
死
亡
し
て
い
る

　

③
住
所
が
登
録
さ
れ
て
い
な
い

　

④
外
国
に
居
住
し
て
い
る　

等

●
送
付
の
時
期

　

35
歳
に
な
る
月
の
前
月
末

●
問
合
せ
先

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　
　
　

蕁
０
５
７
０
‐
０
５
‐
１
１
６
５

　

高
岡
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　

蕁
21
‐
４
１
７
９

◆
ド
ッ
ク
検
診
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ド
ッ
ク
検
診
を
市
民
病
院
で
行
っ
て
い
ま

す
。
健
康
の
た
め
に
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

氷
見
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る

方
に
は
、
ド
ッ
ク
に
係
る
費
用
の
６
割
に
つ

い
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

対
象
者　

氷
見
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

検
診
日　

　

１
日
人
間
ド
ッ
ク

　
　

男
性　
　

毎
週
水
・
木
曜
日

　
　

女
性　
　

毎
週
火
・
水
曜
日

　

脳
ド
ッ
ク　

毎
週
月
曜
日

負
担
金
（
６
割
助
成
後
の
金
額
で
す
。）

　

１
日
人
間
ド
ッ
ク　

１
４
，
４
０
０
円

　

脳
ド
ッ
ク　
　
　
　

１
６
，
０
０
０
円

問
合
せ
先

　

１
日
人
間
ド
ッ
ク　

市
民
病
院
医
事
課

　
　
　

蕁
74
‐
１
９
０
０
（
内
線
２
６
０
）

　

脳
ド
ッ
ク　

市
民
病
院
脳
外
科

　
　
　

蕁
74
‐
１
９
０
０
（
内
線
２
６
８
）

◆
入
院
に
係
る
高
額
療
養
費
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
19
年
４
月
よ
り
、
入
院
の
場
合
に
限

り
70
歳
未
満
の
方
も
「
限
度
額
適
用
認
定
証

等
」
を
医
療
機
関
に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

医
療
費
の
窓
口
負
担
が
３
割
負
担
か
ら
自
己

負
担
限
度
額
の
み
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　
「
限
度
額
適
用
認
定
証
等
」
は
、
市
民
課

医
療
保
険･

年
金
担
当
の
窓
口
で
交
付
し
ま

す
の
で
、
国
民
健
康
保
険
証
と
印
鑑
を
持
参

の
上
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て

い
る
方
に
は
原
則
と
し
て
「
限
度
額
適
用
認

定
証
等
」
は
交
付
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現

在
「
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
お
持
ち

の
方
は
、
新
し
く
「
限
度
額
適
用･

標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
を
交
付
し
ま
す
の
で
、

窓
口
に
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
従
来
ど
お
り
窓
口
で
３
割
負
担
さ

れ
た
場
合
や
外
来
診
療
、
世
帯
で
の
合
算
が

あ
る
場
合
で
、
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た

場
合
は
、
市
民
課
医
療
保
険
・
年
金
担
当
の

窓
口
で
高
額
療
養
費
の
申
請
が
必
要
で
す
。

※
１　

医
療
費
の
総
額
が
、
上
位
所
得
者
の
場
合
は
50

万
円
、一
般
の
方
の
場
合
は
26
万
７
千
円
を
超
え
る
場

合
、
そ
の
超
過
分
の
１
％
の
追
加
負
担
が
必
要
で
す
。

※
２　

過
去
12
か
月
の
間
に
、
一
つ
の
世
帯
で
高
額
療

養
費
該
当
が
４
回
以
上
あ
っ
た
場
合
の
、
４
回
目
以

降
の
限
度
額
で
す
。

◆
出
産
育
児
一
時
金
の
医
療
機
関

　

受
取
代
理
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

平
成
19
年
４
月
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
を

事
前
に
医
療
機
関
を
受
取
代
理
人
と
し
て
請

求
申
請
し
た
場
合
、
出
産
の
支
払
い
に
あ
て

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

対
象
者　

氷
見
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者
で

出
産
予
定
日
ま
で
１
か
月
以
内
の
方

※
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
税
を
滞
納
し
て
い
る
方
は

原
則
、
ご
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

申
請
に
必
要
な
も
の

　

国
民
健
康
保
険
証
、
母
子
手
帳
あ
る
い
は

出
産
予
定
日
を
証
明
す
る
書
類
、
印
鑑

支
払
い
に
つ
い
て

　

医
療
機
関
か
ら
市
役
所
へ
送
付
さ
れ
た

「
出
産
費
請
求
書
」
に
記
載
さ
れ
た
請
求
額

に
応
じ
て
、
次
の
①
又
は
②
の
よ
う
に
取
り

扱
い
ま
す
。

①
請
求
額
が
35
万
円
以
上
の
場
合

　

↓
出
産
育
児
一
時
金
の
全
額
を
医
療
機
関

　
　

へ
支
払
い
ま
す
。
不
足
分
の
請
求
額
は
、

　
　

対
象
者
か
ら
医
療
機
関
へ
支
払
っ
て
い

　
　

た
だ
き
ま
す
。

②
請
求
額
が
35
万
円
未
満
の
場
合

　

↓
請
求
額
を
医
療
機
関
に
支
払
い
、
残
り

　
　

の
差
額
を
対
象
者
に
支
払
い
ま
す
。

氷
見
市
国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

自己負担限度額

３回目まで ４回目以降
（※2）

上位所得層
150,000円
+1％（※1）

83,400円

一般の方
80,100円
+1％（※1）

44,400円

住民税非課税者 35,400円 24,600円

問
合
せ
先

　

市
民
課
医
療
保
険
・
年
金
担
当

　

蕁
74
‐
８
０
６
１

16



交
通
安
全
・
地
域
防
犯
一
口
メ
モ

●
急
募
！

交
通
安
全
俳
句･

川
柳

　

市
交
通
安
全
対
策
協
議
会
で
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
交
通
安
全
意
識
を
一
層
高
め

て
い
た
だ
く
運
動
の
一
環
と
し
て
、
交
通

安
全
に
関
す
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
俳
句･

川
柳
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

※
俳
句
の
季
題
は
、「
春
」と
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法　

は
が
き
に
俳
句
又
は
川
柳
（
未

発
表
の
も
の
に
限
り
ま
す
）
と
郵
便
番

号･

住
所･

氏
名･

年
齢･

電
話
番
号
を
明

記
し
て
お
送
り
く
だ
さ
い
。
一
人
何
点

で
も
応
募
で
き
ま
す
。

応
募
締
切　

４
月
19
日
（
木
）
必
着

表
彰　

優
秀
作
品
は
、
５
月
の
「
春
の
全

国
交
通
安
全
運
動
」
期
間
中
に
表
彰
す

る
予
定
で
す
。（「
平
成
19
年
春
の
全
国

交
通
安
全
運
動
」
は
、
５
月
11
日
（
金
）

か
ら
５
月
20
日
（
日
）
ま
で
の
10
日
間

で
す
。）

応
募
先　

〒
９
３
５
‐
８
６
８
６
（
住
所

記
載
不
要
）　

氷
見
市
市
民
課　

交
通･

防
犯
担
当
「
交
通
安
全
俳
句･

川
柳
」
係

●
地
区
安
全
な
ま
ち
づ
く
り

　

推
進
セ
ン
タ
ー
が

　

順
次
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

　
「
自
分
た
ち
の
地
区
は
ま
ず
自
分
た
ち
で

守
る
」
と
い
う
意
識
が
全
国
的
に
活
発
化

し
、
県
内
で
も
各
種
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
な
ど
を
通
し
て
地
元
活
動
が
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
中
で
、「
安
全･

安
心
な
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
す
た
め
、
市
内
21
地
区
で
、

自
治
振
興
会･

自
主
防
犯
団
体
・
自
主
防
災

組
織
を
大
黒
柱
と
し
た
「
地
区
安
全
な
ま

ち
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
順

次
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
市
で
は
、
氷
見

市
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
セ
ン
タ
ー
に

よ
る
活
動
を
通
し
て
、
各
地
区
を
応
援
し

て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先　

市
民
課
交
通･

防
犯
担
当

　
　
　
　
　

蕁
74
‐
８
０
６
８

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」公
開
録
音

観
覧
の
お
知
ら
せ

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
富
山
放
送
局
と
氷
見
市
で
は
、
市

制
施
行
五
十
五
周
年
を
記
念
し
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

ラ
ジ
オ
第
１
で
放
送
さ
れ
て
い
る
「
ふ
る
さ

と
自
慢
う
た
自
慢
」
の
公
開
録
音
を
実
施
し

ま
す
。

日
時　

５
月
11
日
（
金
）
午
後
５
時
40
分
〜

　
　
　
（
開
場　

午
後
５
時
）

会
場　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

氷
見
無
料

出
演
者　

三
田　

明
さ
ん
、
キ
ム･

ヨ
ン
ジ
ャ

　

さ
ん
、
市
民
出
演
者
（
６
名
）

観
覧
申
込
み
方
法　

往
復
は
が
き
で
Ｎ
Ｈ

Ｋ
富
山
放
送
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
記
載
例
は
左
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。）

申
込
み
締
切　

４
月
19
日
（
木
）
必
着

※
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま
す
。

当
選
者
に
は
、
１
枚
で
２
名
ま
で
入
場
で

き
る
整
理
券
を
お
送
り
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
富
山
放
送
局
イ
ベ
ン
ト
係

　
　

蕁
０
７
６
‐
４
４
４
‐
６
６
１
０

　
　
（
平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
）

放
送
予
定　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
１
で
「
ふ
る

さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」
が
５
月
20
日
（
日
）

午
後
７
時
20
分
〜
午
後
８
時
10
分
ま
で
、

「
ふ
る
さ
と
自
慢
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
５
月

27
日
（
日
）
の
同
時
刻
に
放
送
さ
れ
る
予

定
で
す
。

※
ご
応
募
い
た
だ
い
た

情
報
は
、
抽
選
結
果
の

連
絡
に
使
用
い
た
し
ま

す
。

　

な
お
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、

受
信
料
の
お
願
い
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
富
山
放
送
局

（返信面　あて先）（往信面　裏面）

（往信面　あて先）（返信面　裏面）

①申込者の郵便
　番号
②申込者の氏名
③申込者の住所
④申込者の電話 
　番号

930 8502

※この面には何も
記載しないでくだ
さい。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
富
山
放
送
局

「
ふ
る
さ
と
自
慢

　
　
　

う
た
自
慢
」
係

申
込
者
の
住
所

申
込
者
の
氏
名

※
郵
便
番
号
の
記
載
を
お

　

忘
れ
な
く

氷
見
市
制
施
行
五
十
五
周
年
記
念

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」公
開
録
音

観
覧
の
お
知
ら
せ

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」公
開
録
音

観
覧
の
お
知
ら
せ

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」公
開
録
音

観
覧
の
お
知
ら
せ

「
ふ
る
さ
と
自
慢
う
た
自
慢
」公
開
録
音

観
覧
の
お
知
ら
せ
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図書館インフォメーション
新着図書レビュー

みんなの相談コーナー（蕁 74-8010）
行政相談　　　4/2、4/9、4/16、4/23、5/7（月）
　　　　　　　13:00 ～ 16:00　市役所相談コーナー

年金相談　　　4/11、5/9（水）
　　　　　　　10:00 ～ 15:00　市役所 5階会議室

住宅相談　　　4/ 5、5/10（木）
　　　　　　　10：00～16：00　市役所市民ホール

人権相談　　　4/12（木）13：00～16：00　市役所4階会議室
　　　　　　　5/10（木）13：00～16：00　市役所5階会議室

無料法律相談　4/19（木）　
　　　　　　　13:00 ～ 16:00　市役所 5階会議室
　　　　　　　＜要予約＞ 4/18（水）午前 8時半から
　　　　　　　電話のみで受付（市民課蕁74‐8010）
　　　　　　　（定員になり次第締め切ります。）

無料調停相談　4/25（水）
　　　　　　　9:00 ～ 15:20　市役所 5階会議室

火災や救急指定病院の問い合わせ：蕁 74-9999
災害等の情報提供・問い合わせ　：蕁 74-8021
　　　　　　　　　　　　　　　　蕁 74-8100（夜間）
水道の漏水連絡　　　　　　　　：蕁 74-8209
　　　　　　　　　　　　　　　　蕁 74-8100（夜間）
ケーブルテレビでは、火災･災害時の情報提供を行っています。
5，9チャンネル……………………災害時の道路情報等
11チャンネル………………………火災情報等

休日診療当番医（9：00～ 17：00）
4月1日（日）

整形外科伊藤医院 窪 蕁91‐0220
いまむら歯科医院 高･宝町 蕁21‐4618

4月8日（日）
西野医院 窪 蕁91‐7500
歯科クリニック福井 高･佐野 蕁24‐7650

4月15日（日）
高木内科医院 大野 蕁72‐8686
小山歯科医院 南大町 蕁74‐2276

4月22日（日）
中村記念病院 島尾 蕁91‐1307
杉本歯科医院 高･野村 蕁25‐2578

4月29日
（日・祝）

嶋尾内科医院 阿尾 蕁72‐0622
高畠歯科医院 射･三ヶ 蕁55‐0019

4月30日
（月･休） 

山岸小児科医院 朝日本町 蕁74‐0258
かわなか歯科医院 高･下麻生 蕁36‐8077

5月3日
（木･祝）

加藤医院 北大町 蕁72‐0608
医療法人社団畑歯科医院 高・坂下町 蕁28‐3300

5月4日
（金･祝）   

織坂内科医院 伊勢大町一丁目 蕁72‐6206
岩井歯科医院 射・北野 蕁52‐4567

5月5日
（土･祝） 

鹿嶋小児科医院 加納 蕁72‐1557
梶川歯科医院 高・末広町 蕁25‐8211

市民病院からのお知らせ（蕁74-1900）
○糖尿病教室（場所：市民病院講堂）
　　　4月12日（木）　11:30 ～ 14:00

○婦人科
　女性専用外来　毎週金曜日　14:00 ～ 16:00
　　　　　　　　予約制（蕁74‐1900）
　思春期外来　　毎週月曜日　15:30 ～ 16:30

○休館日：4/2、9、16、23、30、5/7( 月 )

○「いずみの会」の紙芝居・本の読み聞かせ
　日時：4/21（土）午後３時から
　場所：市立図書館児童室

４月の移動図書館巡回日程

日(曜日) 時 　間 場　所
5(木) 16:15 ～ 16:45 十二町保育園前
6(金) 16:15 ～ 16:45 阿尾保育園前
10(火) 16:00 ～ 16:30 旧稲積小学校前

11(水)
11:00 ～ 11:40 エルダーディサービスセンター前
16:15 ～ 16:45 宇波保育園前

12(木) 16:00 ～ 16:30 旧鞍川保育園前
13(金) 16:00 ～ 16:30 窪小学校（学童保育）前

19(木)
16:00 ～ 16:20 十三公民館前
16:20 ～ 16:50 布勢保育園前

20(金)
10:00 ～ 10:40 ほのぼの苑前
16:15 ～ 16:45 久目保育園前

24(火) 16:00 ～ 16:40 アソカ幼稚園前

25(水)
10:00 ～ 10:30 エルダーヴィラ氷見前
15:00 ～ 15:30 女良生活改善センター前
16:15 ～ 16:45 若葉保育園前

26(木)
10:00 ～ 10:40 ケアハウス氷見前
15:00 ～ 15:30 アルカディア氷見前
16:00 ～ 16:40 マヤ保育園前

27(金)
13:10 ～ 13:40 白石整形外科医院前
14:00 ～ 14:30 ケアハウス万葉の杜前
16:15 ～ 16:45 速川保育園前

※変更となることがありますので、当日の新聞等で改めてお確かめく 
　ださい。

小児科を救え！
千葉智子･堀切和雅 /著　ユビキタ･スタジオ

　小児科医だった父を過労自殺で失った娘が小児科研修医
として働き始める。「どうすれば小児科が働きやすい場にな
り、患者の安全も保証されるのか」第一線の医師へのインタ
ビューなども加えて小児医療全体の危機を抉るドキュメント！

宇宙に果てはあるか　　　　　吉田伸夫 /著　新潮社
発達障害だって大丈夫

堀田あけみ /著　河出書房新社

フィッシュストーリー　　　伊坂幸太郎 /著　新潮社
人生の疑問に答えます

養老孟司・太田光 /著　NHK出版

なんでそーなるの！　　　萩本欽一 /著　日本文芸社
ラスト・イニング　　　あさのあつこ /著　角川書店
ひとり日和　 　　　　　青山七恵 /著　河出書房新社

５　　　　　　　　　　　　佐藤正午 /著　角川書店
　結婚八年目の記念日にもらったチケットでバリ島に訪れた
中年夫婦。倦怠期を迎えた二人だったが、旅行中に起こった
ある出来事をきっかけに、埋もれていたかつての愛の記憶が
蘇る。
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1 日 天狗林健康広場オープン〔23p〕

2 月 固定資産税縦覧帳簿の縦覧期間（～5/1）〔26p〕

3 火

4 水

5 木

6 金 農業委員会定例総会（土地改良区）16：00～

7 土

8 日
能越自動車道氷見インター開通記念
プレイベント（大野）9：00～〔7p〕

9 月

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土

15 日
能越自動車道氷見インター開通！〔6～7p〕
氷見らぶりー海の市（中の橋周辺）

10：00～15：00

16 月

17 火
ごんごん祭り（～18日）
まるまげ祭り　13：30～

18 水 ごんごん茶会（上日寺）10：30～〔21p〕
ゴンゴン鐘つき大会（上日寺）18：30～〔21p〕

19 木 安部賞表彰式（教育文化センター４階ホール）
14：00～

20 金

21 土 ユネスコ講演会（社会福祉会館）10：50～〔20p〕

22 日 一刎ミズバショウ開花祭（一刎）9：30～〔20p〕

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金 第33回植樹祭（鞍川地内）10：00～〔20p〕

28 土
氷見の歴史・民俗講座（教育文化センター）

10：00～12：00〔28p〕
海浜植物園リニューアルオープン〔30p〕

29 日

30 月

1 火

2 水

3 木

4 金

４ 月

みどりの日

５/

昭和の日

April

「元気な富山米品質向上」
春の推進運動

（1）５月10日～15日を中心とした田植え
　・田植時期に対応した育苗作業
　　（4月20日頃からの播種）の徹底
（2）元気な土づくり
　・ケイ酸質資材の施用
問合せ先　富山県米作改良対策本部
　氷見市農業技術者協議会（農林課内）
　　　　　蕁74‐8086

振替休日

憲法記念日

城端・氷見線活性化推進
協議会からのお知らせ

～忍者ハットリくん列車で行く
小京都城端と利賀そば打ち体験ツアー～

と　き　４月21日（土）
　集合時間　氷見駅　午前7時50分
　解散時間　午後6時30分頃（予定）
行き先　城端別院善徳寺、利賀そばの郷他
参加費　大人　　　 2,500円
　　　　小学生以下 1,500円
申込期間　４月６日（金）まで（先着順）
申込先　商工観光課　蕁74‐8106 「空き家を

探しています」
問い合わせ

　企画広報室（蕁 74-8013）

「移住コンシェルジェ」
はじめました！

　氷見市外にお住まいの方で、氷
見での暮らしに興味をお持ちの
方をご紹介ください。
移住コンシェルジェ（移住案内人）
（蕁30-7200）
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イ
ベ
ン
ト

氷
見
百
景
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

２
０
０
６
入
選
作
品
展

　
『
氷
見
百
景
』
を
題
材
と
し
た
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
入
選
作
品
を
一
堂
に
集
め
た
作

品
展
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
８
日
（
日
）
ま
で

　
　
　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時

場
所　

氷
見
フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
マ
ン
ズ
ワ
ー
フ

　
　
　

海
鮮
館

問
合
せ
先　

氷
見
市
観
光
協
会

　
（
Ｊ
Ｒ
氷
見
駅
内
）　
　

蕁
74
‐
５
２
５
０

ユ
ネ
ス
コ
講
演
会

日
時　

４
月
21
日
（
土
）
午
前
10
時
50
分
〜

場
所　

氷
見
市
社
会
福
祉
会
館
２
階
研
修
室

演
題　
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
学
校
」

講
師　

氷
見
市
国
際
交
流
員

　
　
　

ケ
リ
ン･

ホ
（
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
）

入
場
料　

無
料

問
合
せ
先　

氷
見
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局

　
　
　
　
　

蕁
91
‐
１
８
４
６

一
刎
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
開
花
祭

日
時　

４
月
22
日
（
日
）
午
前
９
時
30
分
〜

場
所　

一
刎
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
園･

旧
一
刎
小

　
　
　

学
校
校
庭

内
容　

ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
の
観
賞
や
周
辺
散

策
の
他
、
北
部
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

開
花
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
が
行
わ
れ
ま

す
。

問
合
せ
先　

田
園
漁
村
空
間
整
備
推
進
班

　
　
　
　
　

蕁
74
‐
８
０
３
６

第
33
回
氷
見
市
植
樹
祭

　

桜
な
ど
苗
木
１
０
０
本
程
度
を
植
樹
し
ま
す
。

日
時　

４
月
27
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

場
所　

鞍
川
地
内

問
合
せ
先　

農
林
課　

蕁
74
‐
８
０
８
６

第
５
回
富
山
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会

と
や
ま
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
０
７

日
時　

７
月
31
日
（
火
）
午
前
９
時
〜

午
後
２
時
30
分

場
所　

富
山
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
富
山
市
向
新
庄
町
１
‐
14
‐
40
）

競
技
種
目　

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
、
表
計

募　

集

介
護
相
談
員
募
集

　

介
護
保
険
施
設
を
利
用
す
る
方
の
相
談
を

受
け
る
介
護
相
談
員
を
募
集
し
ま
す
。

応
募
要
件　

４
月
１
日
現
在
で
、
市
内
に
１

年
以
上
在
住
す
る
満
40
歳
以
上
の
方
で
、

地
域
福
祉
活
動
（
民
生
委
員
、
地
区
社
協

等
）
や
高
齢
者
介
護
の
経
験
の
あ
る
方
。

要
運
転
免
許
。

募
集
人
数　

２
人

活
動
内
容　

研
修
の
後
、
月
２
回
程
度
施
設

を
訪
問

応
募
方
法　

は
が
き
に
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
と
応
募
の
動
機
を
記
入

し
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募
者

多
数
の
場
合
は
、
選
考
に
よ
っ
て
決
定
し

ま
す
。

応
募
期
限　

４
月
20
日
（
金
）
必
着

問
合
せ
先　

〒
９
３
５
‐
０
０
１
１

　

氷
見
市
中
央
町
12
‐
21

　

健
康
課
介
護
保
険
担
当

　

蕁
74
‐
８
０
６
６

栄
町
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

（
う
み
ど
り
ー
む
栄
）の
入
居
者
募
集

募
集
戸
数　

４
戸

住
宅
用
火
災
警
報
器
の

設
置
に
つ
い
て

　

最
近
、
住
宅
火
災
で
の
焼
死
者
が
急
増

し
て
い
ま
す
。

　

大
切
な
命
を
守
る
た
め
、
氷
見
市
火
災

予
防
条
例
に
よ
り
、
新
築
の
住
宅
は
平
成

18
年
６
月
１
日
か
ら
、
既
存
の
住
宅
は
平

成
20
年
６
月
１
日
か
ら
、
住
宅
用
火
災
警

報
器
（
煙
感
知
器
）
の
設
置
が
義
務
付
け

ら
れ
ま
し
た
。

　

設
置
す
る
場
所
は
、
寝
室
の
天
井
や
壁

で
す
。
２
階
以
上
に
寝
室
が
あ
る
場
合
は
、

階
段
に
も
必
要
で
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
住
宅

で
は
、
火
災
を
早
期
に
感
知
し
、
被
害
を

最
小
限
に
と
ど
め
た
事
例
が
多
く
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

※
消
防
職
員
に
よ
る
販
売
は
行
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
訪
問
販
売
に
よ
る
不
適
切
販

売
に
は
、く
れ
ぐ
れ
も
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

問
合
せ
先　

消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　

蕁
74
‐
８
３
０
０

無
く
そ
う
林
野
火
災

　

春
は
、
空
気
が
乾
燥
し
風
の
強
い
日
が

多
い
こ
と
か
ら
、
た
き
火
や
農
作
業
で
の

枯
れ
草
焼
却
火
な
ど
が
林
野
へ
と
延
焼
拡

大
し
、
思
わ
ぬ
火
災
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

火
の
取
り
扱
い
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

算
、縫
製
（
知
的
障
害
者
対
象
）、木
工
（
知

的
障
害
者
対
象
）
な
ど

問
合
せ
先　

富
山
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会

　

実
行
委
員
会
事
務
局

　
（（
社
）
富
山
県
雇
用
開
発
協
会
）　

　

蕁
０
７
６
‐
４
４
２
‐
２
０
５
５

優秀賞受賞作品
「氷見のシンボル寒ぶりせり市前の氷見
漁港風景」（中川　清さん・高岡市）
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構
造　

耐
火
構
造
３
階
建･

３
Ｄ
Ｋ

家
賃　

６
８
，
０
０
０
円
（
減
額
措
置
有
）

敷
金　

２
０
４
，
０
０
０
円

入
居
資
格

　

①
住
宅
を
必
要
と
し
て
い
る
こ
と

　

②
収
入
が
基
準
以
上
で
あ
る
こ
と

　

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

そ
の
他　

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
都

市
計
画
課
の
窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
入
居
資
格
審
査
に
合
格
し
、
必
要
書

類
が
提
出
さ
れ
た
ら
す
ぐ
に
入
居
可
能
で

す
。

問
合
せ
先　

都
市
計
画
課　

蕁
74
‐
８
０
７
５

市
営
住
宅
へ
の
入
居
に
つ
い
て

対
象
団
地　

栄
町
、
園
及
び
朝
日
丘
市
営
住

宅
（
い
ず
れ
も
３
Ｄ
Ｋ
又
は
２
Ｄ
Ｋ
。
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
）

入
居
資
格

　

①
住
宅
に
困
っ
て
い
る
こ
と

　

②
収
入
が
基
準
以
内
で
あ
る
こ
と

　

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

家
賃　

所
得
に
応
じ
て
決
定

敷
金　

当
初
家
賃
の
３
か
月
分

そ
の
他　

市
営
住
宅
は
原
則
公
開
抽
選
（
希

望
の
住
宅
団
地
に
空
き
が
生
じ
た
ら
、
抽

選
日
を
通
知
し
て
公
開
抽
選
を
行
い
ま

す
）
で
入
居
者
を
決
定
し
ま
す
。
抽
選
に

参
加
す
る
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
入
居
待
機

の
申
し
込
み
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

入
居
を
希
望
す
る
方
は
、
都
市
計
画
課
の

窓
口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

そ
の
際
に
、
入
居
資
格
等
の
簡
単
な
面

接
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ
先　

都
市
計
画
課　

蕁
74
‐
８
０
７
５

　
　中

央
公
民
館
女
性
フ
レ
ッ
シ
ュ

セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

対
象　

市
内
在
住
の
女
性

期
間　

平
成
19
年
５
月
〜
平
成
20
年
２
月

定
員　

50
名

会
場　

中
央
公
民
館
ほ
か

内
容　

講
演
、
折
り
紙
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
、

　

寄
せ
植
え
、
調
理
実
習
ほ
か

申
込
み
締
切　

４
月
28
日
（
土
）

受
講
料　

３
，
０
０
０
円
（
他
に
費
用
が
か

　

か
る
場
合
は
実
費
徴
収
し
ま
す
。）

申
込
み･

問
合
せ
先　

中
央
公
民
館

　

蕁
74
‐
８
２
４
０

楽
し
く
学
ぼ
う

　

県
民
カ
レ
ッ
ジ
高
岡
地
区

　
　
　

教
養
講
座
受
講
生
募
集

会
場　

ウ
イ
ン
グ
ウ
イ
ン
グ
高
岡

受
講
申
込
み
期
間　

４
月
20
日
（
金
）
〜

５
月
１
日
（
火
）

※
講
座
の
内
容
や
講
師
、
申
込
み
方
法
な
ど

　

は
案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

設
置
場
所　

生
涯
学
習
課
、
図
書
館
、
各
公

　

民
館

問
合
せ
先　

県
民
カ
レ
ッ
ジ
高
岡
地
区

　

蕁
22
‐
５
７
８
７

働
き
盛
り
の
た
め
の
よ
ろ
ず
セ
ミ
ナ
ー

紅
茶
パ
ワ
ー
で
心
も
身
体
も

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

　

紅
茶
に
は
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
秘
め
ら
れ

た
パ
ワ
ー
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
毎
日
の
食

生
活
や
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
で
の
取
り
入
れ
方
、

美
味
し
い
紅
茶
の
入
れ
方
な
ど
を
学
び
、
健

康
維
持
に
役
立
て
ま
せ
ん
か
？
（
全
４
回
）

第
１
回
「
紅
茶
の
基
礎
知
識
と
美
味
し
い
入

れ
方
」（
５
月
19
日
（
土
））

第
２
回
「
紅
茶
の
効
用
①　

紅
茶
パ
ワ
ー
の

素
晴
ら
し
さ
」（
６
月
２
日
（
土
））

第
３
回
「
紅
茶
の
効
用
②　

紅
茶
パ
ワ
ー
を

取
り
入
れ
る
」（
６
月
16
日
（
土
））

第
４
回
「
リ
ラ
ッ
ク
ス
テ
ィ
ー
タ
イ
ム　

身

体
に
い
い
理
由
」（
６
月
30
日
（
土
））

　

い
ず
れ
も
午
後
２
時
30
分
〜
午
後
４
時

場
所　

い
き
い
き
元
気
館
大
会
議
室

定
員　

20
名
（
申
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　

３
，
０
０
０
円
（
４
回
分
材
料
費
）

申
込
み
方
法　

電
話･

は
が
き･

Ｆ
Ａ
Ｘ
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
必
要
事
項
：
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
）

申
込
み
締
切　

４
月
25
日
（
水
）
必
着

申
込
み･

問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

蕁
74
‐
８
２
１
５　

蕭
74
‐
５
５
２
０

　

〒
９
３
５
‐
０
０
１
６

　

氷
見
市
本
町
４
番
９
号

ゴ
ン
ゴ
ン
鐘
つ
き
大
会

参
加
者
募
集

　

ご
ん
ご
ん
祭
り
で
開
催
さ
れ
る
、
毎

年
恒
例
の
大
会
で
す
。
約
50
キ
ロ
グ
ラ

ム
（
子
ど
も
は
20
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
丸

太
を
担
い
で
、
鐘
を
つ
い
て
み
ま
せ
ん

か
？
競
技
よ
り
も
楽
し
む
こ
と
を
目
的

と
し
た
大
会
で
す
の
で
、
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

日　

時　

４
月
18
日
（
水
）

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

場　

所　

上
日
寺
鐘
つ
き
堂
（
朝
日
本
町
）

募
集
人
数

　

一
般(

高
校
生
以
上)　
　
　
　
　
　

40
名

　

子
ど
も(

小
学
校
５･

６
年
生
、
中
学
生)

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

20
名

申
込
み
方
法　

申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
協
会
事
務
局
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
観
光
協
会
、

海
鮮
館
に
あ
り
ま
す
。

申
込
み
期
限　

４
月
15
日
（
日
）

そ
の
他　

豪
華
商
品･

全
員
に
参
加
賞
あ
り

ゴ
ン
ゴ
ン
茶
会

日　

時　

４
月
18
日
（
水
）

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

場　

所　

上
日
寺
観
音
堂
前
（
朝
日
本
町
）

前
売
り
券　

３
０
０
円(

当
日
４
０
０
円)

申
込
み･

問
合
せ
先　

い
ず
れ
も
氷
見
市

　

観
光
協
会
（
Ｊ
Ｒ
氷
見
駅
内
）

　

蕁
74-

５
２
５
０
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生
活
支
援
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

養
成
講
座
in
氷
見　

受
講
生
募
集

日
時　

５
月
12
日
、19
日
、26
日
、６
月
２
日（
土
）

　

午
後
１
時
15
分
〜
午
後
４
時
15
分

場
所　

氷
見
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　

ワ
ー
ク
ル
ー
ム
（
い
き
い
き
元
気
館
内
）

講
師　

ト
ヤ
マ･

ヤ
ポ
ニ
カ
講
師

募
集
人
員　

10
名
程
度

受
講
料　

３
，
０
０
０
円
（
氷
見
市
民
の
方

に
は
、
氷
見
市
国
際
交
流
協
会
か
ら
の
助

成
が
あ
り
ま
す
。）

申
込
方
法　

は
が
き
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
は

が
き
、
電
子
メ
ー
ル
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
、

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

申
込
み･

問
合
せ
先

　
（
財
）
と
や
ま
国
際
セ
ン
タ
ー

　

〒
９
３
０
‐
０
８
５
６

　

富
山
市
牛
島
町
５
‐
５　

イ
ン
テ
ッ
ク
ビ
ル
４
階

　

蕁
０
７
６
‐
４
４
４
‐
２
５
０
０

　

蕭
０
７
６
‐
４
４
４
‐
２
６
０
０

　

電
子
メ
ー
ル　

tic@
tic

‐to
yam
a.o
r.jp

富
山
県
民
生
涯
学
習
カ
レ
ッ
ジ

伏
木
高
等
学
校
学
校
開
放
講
座

○
「
初
級
ロ
シ
ア
語
講
座
」
受
講
生
募
集

日
時　

５
月
26
日
、
６
月
９
日
、
６
月
23

日
、
６
月
30
日
、
７
月
７
日
、
７
月
21

日
、
８
月
４
日
、
８
月
25
日
（
土
）
の
計

８
回

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
所　

伏
木
高
等
学
校

講
師　

伏
木
高
等
学
校
教
諭
及
び
ロ
シ
ア
人

　
　
　

講
師

定
員　

20
名

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代･

　

教
材
費
と
し
て
３
，
０
０
０
円
程
度
）

募
集
期
間　

４
月
18
日（
水
）〜
５
月
18
日（
金
）

○
「
初
級
中
国
語
講
座
」
受
講
生
募
集

日
時　

５
月
12
日
、
５
月
19
日
、
６
月
16

日
、
７
月
14
日
、
７
月
28
日
、
８
月
11

日
、
８
月
25
日
、
９
月
１
日
（
土
）
の
計

８
回

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

場
所　

伏
木
高
等
学
校

講
師　

伏
木
高
等
学
校
教
諭
及
び
中
国
人
講
師

定
員　

20
名

受
講
料　

無
料
（
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代･

　

教
材
費
と
し
て
３
，
０
０
０
円
程
度
）

募
集
期
間　

４
月
10
日（
火
）〜
５
月
１
日（
火
）

申
込
み
方
法　

い
ず
れ
の
講
座
も
、
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

を
記
入
の
上
、
左
記
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

〒
９
３
３
‐
０
１
１
６　

高
岡
市
伏
木
一

宮
２
‐
11
‐
１　

伏
木
高
等
学
校
学
校
開

放
講
座
「
ロ
シ
ア
語
（
又
は
中
国
語
）」
係

問
合
せ
先　

伏
木
高
等
学
校
学
校
開
放
講
座

担
当　

蕁
44
‐
１
５
１
４　

蕭
44
‐
１
７
０
７

手
話
講
習
会
受
講
者
募
集

対
象　

は
じ
め
て
手
話
を
学
ば
れ
る
方

日
時　

５
月
10
日
〜
10
月
25
日
ま
で
の
毎
週

木
曜
日
（
全
24
回
）
午
後
７
時
30
分
〜
午

後
９
時

場
所　

い
き
い
き
元
気
館
大
会
議
室

定
員　

20
人

受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
，
２
０
０

　

は
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

受
付
期
間　

４
月
16
日
（
月
）
〜
20
日
（
金
）

申
込
み･

問
合
せ
先　

福
祉
課
障
害
支
援
担
当

　

蕁
74
‐
８
１
１
１

華
道
講
座
受
講
生
募
集

　

年
間
６
回
の
講
座
で
す
。

日
時　

①
子
ど
も
の
日
（
５
月
１
日
（
火
））、

②
お
盆
（
８
月
13
日
（
月
））、
③
秋
ま
つ

り
（
10
月
初
旬
）、
④
ク
リ
ス
マ
ス
（
12

月
18
日
（
火
））、
⑤
お
正
月
（
12
月
27
日

（
木
））、
⑥
雛
祭
り
（
２
月
29
日
（
金
））

各
日
午
前
10
時
30
分
〜

定
員　

15
名

会
場　

ホ
ビ
ー
ラ
大
浦

申
込
み
締
切　

４
月
23
日
（
月
）

受
講
料　

材
料
費
と
し
て
実
費
分
を
負
担

申
込
み･

問
合
せ
先　

ホ
ビ
ー
ラ
大
浦

　
（
働
く
婦
人
の
家
）　

蕁
91
‐
４
１
０
９

礼
法
講
座
受
講
生
募
集

　

訪
問
と
応
接
や
立
ち
居
振
る
舞
い
な
ど
の

基
礎
知
識
を
学
ぶ
講
座
で
す
。

日
時　

５
月
16
日
、
23
日
、
30
日
（
水
）、

　
　
　

６
月
13
日
、
20
日
、
27
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜

定
員　

15
名

会
場　

ホ
ビ
ー
ラ
大
浦

申
込
み
締
切　

４
月
23
日
（
月
）

平
成
18
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

桑
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

完
成
！
自
治
振
興
委
員
連
合
会

の
獅
子
舞
道
具
新
調
！

　

平
成
18
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
に
よ
り
、
建
設
が
進
め
ら
れ
て
い
た

桑
院
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
が
こ
の

た
び
完
成
し
、
さ
ら
に
自
治
振
興
委
員

連
合
会
に
獅
子
舞
道
具
一
式
が
新
調
さ

れ
ま
し
た
。

　

双
方
と
も
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事
業
の

一
環
と
し
て
行
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
健
全
で
明
る
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

※
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
財

団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
目
的
と
し
て
文

化
振
興
事
業
や
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
助
成
事
業
な
ど

を
行
う
も
の
で
す
。

桑院コミュニティセンター

自治振興委員連合会
獅子舞道具一式
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福
祉
・
子
育
て

福
祉
タ
ク
シ
ー
の助成

申
請
受
付
中

　

平
成
19
年
度
分
よ
り
助
成
額
を
増
額
（
年

間
５
，
０
０
０
円
↓
７
，
９
２
０
円
）
す
る

と
と
も
に
、
自
動
車
を
お
持
ち
の
方
（
自
動

車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方
に
限
る
）
が

助
成
の
対
象
外
と
な
り
ま
し
た
。

対
象　

肢
体
不
自
由
又
は
視
覚
障
害
の

１
、２
級
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

の
方
。
た
だ
し
、
障
害
者
本
人
名
義
で
自

動
車
税
又
は
軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け

て
い
る
方
を
除
き
ま
す
。

受
講
料　

無
料

申
込
み･
問
合
せ
先　

ホ
ビ
ー
ラ
大
浦
（
働

く
婦
人
の
家
）　

蕁
91
‐
４
１
０
９

国
家
公
務
員
募
集

　

人
事
院
は
、
平
成
19
年
度
中
に
次
の
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。
申
込
用
紙･

受
験
案
内

は
郵
便
で
も
請
求
で
き
ま
す
。

◆
Ⅰ
種
試
験

受
付
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
９
日（
月
）

第
一
次
試
験
日　

４
月
29
日
（
日
・
祝
）

◆
Ⅱ
種
試
験

受
付
期
間　

４
月
13
日（
金
）〜
24
日（
火
）

第
一
次
試
験
日　

６
月
17
日
（
日
）

◆
Ⅲ
種
試
験

受
付
期
間　

６
月
26
日（
火
）〜
７
月
３
日（
火
）

第
一
次
試
験
日　

９
月
９
日
（
日
）

問
合
せ
先　

人
事
院
中
部
事
務
局

　

蕁
０
５
２
‐
９
６
１
‐
６
８
３
８

　

http://w
w
w
.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

国
税
専
門
官
採
用
試
験

受
験
資
格　

（1）
昭
和
53
年
４
月
２
日
か
ら
昭

　

和
61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

　

（2）
昭
和
61
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
で
次

　

に
掲
げ
る
方

　

①
大
学
を
卒
業
し
た
方
及
び
平
成
20
年
３  

　

月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
方

　

②
人
事
院
が
①
の
方
と
同
等
の
資
格
が
あ 

　

る
と
認
め
る
方

試
験
の
程
度　

大
学
卒
業
程
度

受
付
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）

第
１
次
試
験　

６
月
10
日
（
日
）

問
合
せ
先　

金
沢
国
税
局
人
事
第
二
課

　

蕁
０
７
６
‐
２
３
１
‐
２
１
３
１

　
　
　
　
　
　
　
　

（
内
線
２
１
５
５
）

　

又
は
高
岡
税
務
署
総
務
課

　

蕁
21
‐
２
５
０
１
（
内
線
２
３
４
）

裁
判
所
事
務
官
採
用
Ⅰ
種
・
Ⅱ

種
試
験
、
家
庭
裁
判
所
調
査
官

補
採
用
Ⅰ
種
試
験

受
験
資
格　

昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　

61
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

受
付
期
間　

４
月
２
日（
月
）〜
４
月
16
日（
月
）

　
（
受
験
案
内･

申
込
書
は
裁
判
所
で
配
布
）

第
１
次
試
験　

５
月
27
日
（
日
）

問
合
せ
先　

富
山
地
方
裁
判
所
事
務
局
総
務 

　

課
人
事
第
一
係　

　

蕁
０
７
６
‐
４
２
１
‐
６
３
１
９

助
成
額　

タ
ク
シ
ー
券　

年
間
７
，
２
９
０

　

円
分
（
６
６
０
円
分
×
12
枚
）

手
続
き　

福
祉
課
ま
で
身
体
障
害
者
手
帳
を

　

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

福
祉
課　

蕁
74
‐
８
１
１
３

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ

特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
？

　

戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で
、
平

成
17
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料

や
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が
い
な
い
場
合

に
、
第
八
回
特
別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
40
万

円
、
10
年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

対
象
と
な
る
ご
遺
族　

次
の
順
番
に
よ
る
先

順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
で
す
。

１
．
弔
慰
金
の
受
給
権
者

２
．
戦
没
者
等
の
子

３
．
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
お
り
、

か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が
同
じ
で
あ
る

　
　

①
父
母　

②
孫　

③
兄
弟
姉
妹

４
．
３
以
外
の
①
父
母　

②
孫　

③
祖
父
母

　
　

④
兄
弟
姉
妹

５
．
１
〜
４
以
外
の
ご
遺
族
で
、
戦
没
者
等

の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き
１
年
以
上
生

計
関
係
を
有
し
て
い
た
三
親
等
内
の
親

族

請
求
窓
口　

福
祉
課

請
求
期
限　

平
成
20
年
３
月
31
日

問
合
せ
先　

福
祉
課　

蕁
74
‐
８
１
１
１

募集種目 資　　格 受付期間 試験期日

自
衛
隊
幹
部
候
補
生

一般・
技術

20歳以上26歳未満
（22歳未満は大卒見込含む）

4 月 1日（日）
～
5月 11日（金）

1次
5月19日（土）･20日
（日）（20日は飛行要員のみ）
2 次
6 月 19 日（火）～
21日（木）
のうち指定する 1日

歯科
20歳以上30歳未満
専門の大卒（見込含む）

薬剤
20歳以上26歳未満
専門の大卒（見込含む）

2 等陸･海
･空士（男子）

18歳以上27歳未満
年間を通じて募集
しています。

お問い合わせくださ
い。

自衛官募集案内

申込み･問合せ先　自衛隊高岡地域事務所　蕁21‐2411

天狗林健康広場がオープン
　平成19年4月1日より今年の営業
を開始します。ぜひご利用くださ
い。（要予約）

広場内の施設
屋内外バーベキュー施設、テニス
コート、ゲートボール場、パット
パットゴルフ場など
問合せ先
　天狗林健康広場管理センター
　蕁･ FAX76‐2017

広報23 2007.4月号



氷
見
市
農
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

４
月
１
日
よ
り
常
駐
職
員
が
い
な
く
な
る

た
め
、
各
種
お
問
い
合
わ
せ
先
が
変
わ
り
ま

す
。

●
農
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

・
富
山
県
高
岡
農
業
普
及
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕁
26
‐
８
４
８
１

・
Ｊ
Ａ
氷
見
市
営
農
販
売
課

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕁
74
‐
８
８
６
１

　

又
は
最
寄
り
の
Ｊ
Ａ
氷
見
市
各
支
所

●
施
設
の
利
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
先

・
農
林
課　
　
　
　
　
　

蕁
74
‐
８
０
８
６

ふ
る
さ
と
定
住
促
進

奨
励
金
に
つ
い
て

　

市
内
に
住
む
若
い
方
や
市
外
か
ら
転
入
さ

れ
た
方
の
住
宅
取
得
を
支
援
し
、
定
住
人
口

の
増
加
を
図
る
た
め
、
市
内
に
自
ら
居
住
す

る
た
め
の
住
宅
（
中
古
を
含
む
）
を
取
得
さ

れ
た
方
、
又
は
自
ら
所
有
し
居
住
し
て
い
る

住
宅
を
増
改
築
（
修
繕
や
リ
フ
ォ
ー
ム
は
除

く
）
さ
れ
た
方
に
奨
励
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、「
広
報
ひ
み
１
月
号
」
20
ペ
ー

ジ
、
ま
た
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
平
成
18
年
度
か
ら
家
屋
の
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
て
い
る
方
は
、
平
成
19
年
４
月

か
ら
６
月
ま
で
が
初
年
度
の
申
請
期
間
で

す
。
申
請
が
遅
れ
る
と
奨
励
金
が
交
付
で

そ
の
他

倶
利
迦
羅
さ
ん
八
重
桜
ま
つ
り

（
小
矢
部
市
）

と　

き　

４
月
28
日（
土
）〜

５
月
５
日（
土･

祝
）

と
こ
ろ　

倶
利
伽
羅
県
定
公
園
、
古
戦
場

内　

容　

火
牛
の
計
で
源
氏
が
勝
利

し
た
源
平
倶
利
伽
羅
古
戦
場
に
、

　

６
，
０
０
０
本
の
八
重
桜
が
咲
き
誇
り

ま
す
。

問
合
先　

小
矢
部
商
工
会

　
　
　
　

蕁
67
‐
０
７
５
６

豪ご
う

華か

絢け
ん

爛ら
ん　

石
動
曳
山
祭（
小
矢
部
市
）

と　

き　

４
月
29
日（
日･

祝
）〜

30
日（
月･

休
）

と
こ
ろ　

石
動
市
街
地

内　

容　

石
動
の
愛
宕
神
社
の
春
祭
り
。

絢
爛
な
11
本
の
花
曳
山
が
勢
ぞ
ろ
い

し
、
市
街
地
を
練
り
歩
き
ま
す
。

問
合
先　

小
矢
部
商
工
会

　
　
　
　

蕁
67
‐
０
７
５
６

２
０
０
７
さ
ま
の
こ
フ
ェ
ス
タ

in
金
屋
町（
高
岡
市
）

と　

き　

４
月
29
日（
日･

祝
）〜

30
日（
月･

休
）

と
こ
ろ　

金
屋
町
一
帯

内　

容　

格
子
戸
と
石
畳
の
町
並
み
の
手

づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
で
す
。
屏
風
や
置
物

で
飾
っ
た
家
々
で
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
ま
す
。

き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
期
間
内
に
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

都
市
計
画
課　

蕁
74
‐
８
０
７
５

h
ttp
://w

w
w
.c
ity
.h
im
i.to
y
a
m
a
.jp
/

̃4
0
1
0
0
/jyu
u
taku

/jyu
u
taku

to
p
.h
tm
l

個
別
労
働
関
係
紛
争
の

　
「
あ
っ
せ
ん
」
制
度
を

ご
存
知
で
す
か
？

〜
職
場
で
の
労
働
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
〜

　

富
山
県
労
働
委
員
会
で
は
、
個
々
の
労
働

者
と
事
業
主
と
の
間
に
発
生
し
た
労
働
条
件

等
の
ト
ラ
ブ
ル
（
個
別
労
働
関
係
紛
争
）
の

簡
易･
迅
速
な
解
決
を
お
手
伝
い
す
る
た
め

の
「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

費
用
は
無
料
で
、
非
公
開･

秘
密
は
厳
守

し
ま
す
。

　

県
内
に
所
在
す
る
事
務
所
の
労
働
者
及
び

事
業
主
が
対
象
と
な
り
ま
す
。（
パ
ー
ト
、
派

遣
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
も
利
用
で
き
ま
す
。）

問
合
せ
先

　

富
山
県
労
働
委
員
会
事
務
局

　
　

蕁
０
７
６
‐
４
４
４
‐
２
１
７
２

　

富
山
県
商
工
労
働
部
労
働
雇
用
課

　
　

蕁
０
７
６
‐
４
４
４
‐
９
０
０
０

問
合
先　

鋳
物
工
房
「
利
三
郎
」

　
　
　
　

蕁
24
‐
０
８
５
２

た
け
の
こ
ま
つ
り（
高
岡
市
）

と　

き　

５
月
13
日
（
日
）

と
こ
ろ　

高
岡
市
福
岡
町
栃
丘
の
竹
林
と

　

そ
の
周
辺

内　

容

・
親
子
で
た
け
の
こ
掘
り
体
験
（
１
人
５
０
０
円
）

・
新
鮮
な
た
け
の
こ
、
シ
イ
タ
ケ
、
飲
み 

　

物
な
ど
の
販
売

問
合
先　

た
け
の
こ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

　
　
　
　

蕁
64
‐
５
３
３
３

「
ふ
る
さ
と
名
人
」募
集
！（
広
域
圏
）

　

日
常
生
活
に
密
着
し
た
趣
味
や
娯
楽

な
ど
の
分
野
で
、
優
れ
た
技
能
や
才
能
を

持
っ
た
隠
れ
た
名
人
を
募
集
し
ま
す
。

資
格
条
件

①
日
常
生
活
の
上
で
役
に
立
つ
技
能
や
才 

　

能
を
持
っ
た
方

②
そ
の
こ
と
を
職
業
と
し
て
い
な
い
方

③
高
岡
地
区
広
域
圏
（
高
岡
市･

氷
見
市･

　

小
矢
部
市
）
に
在
住
の
方

④
本
人
以
外
か
ら
の
推
薦
が
あ
る
方

応
募
締
切　

６
月
８
日
（
金
）

応
募
先　

企
画
広
報
室

　
　
　
　

蕁
74
‐
８
０
１
１

そ
の
他　

推
薦
者
に
は
粗
品
を
進
呈
し
ま 

　

す
。

問
合
先　

高
岡
地
区
広
域
圏
事
務
組
合

　
　
　
　

蕁
20
‐
１
６
８
０

24



姉 妹  
都 市  

だ
よ
り 

地
域
の
お
祭
り
を

紹
介
し
ま
す

　

関
市
武

芸
川
地
域

の
武
芸
八

幡
宮
で
毎

年
開
催
さ

れ
る「
花
馬

ま
つ
り
」を

ご
紹
介
し

ま
す
。

　

４
月
中
旬
の
日
曜
日
に
開
催
さ
れ

る
こ
の
お
祭
り
は
、
４
頭
の
馬
が
背

中
に
和
紙
で
で
き
た
花
飾
り
を
付
け

て
次
々
と
境
内
に
登
場
し
、
観
客
は

こ
の
花
飾
り
を
取
る
た
め
、
興
奮
し

て
暴
れ
走
る
馬
に
飛
び
か
か
り
我
先

に
と
奪
い
合
い
ま
す
。

　

こ
の
花
飾
り
を
家
の
軒
先
に
上
げ

る
と
家
内
繁
盛
の
ご
利
益
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

郷
土
に
伝
わ
る
と
て
も
勇
壮
な
お

祭
り
で
す
。

（
岐
阜
県
関
市
市
長
公
室
広
報
課
広
報
係
）

歩
こ
う
昔
の
旅
姿

塩
の
道
祭
り

　

大
町
市
で
は
、５
月
５
日
（
土･

祝
）
に
「
歩

こ
う
昔
の
旅
姿　

第
28
回
塩
の
道
祭
り
」
を

開
催
し
ま
す
。

　

海
の
な
い
長
野
県
に
は
、
塩･

麻
な
ど
陸

海
の
物
資
が
運
ば
れ
て
い
た
「
塩
の
道
」
と

呼
ば
れ
る
道
が
あ
り
ま
し
た
。
塩
の
道
祭
り

は
、
湖
畔
道
中
と
山
麓ろ
く

道
中
の
２
コ
ー
ス
が

あ
り
、
途
中
の
お
休
み
処
で
は
地
元
の
皆
さ

ん
が
、
お
い
し
い
お
茶
な
ど
を
用
意
し
て
く

れ
ま
す
。
湖
畔
道
中
は
、
仁
科
三
湖
の
青
木

湖
〜
木
崎
湖
ま
で
の
約
11
袰
を
、
湖
と
オ
オ

ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
豊
か
な
自
然
の
中
を
歩
く

コ
ー
ス
で
す
。

　

山
麓
道
中
は
、
国
宝
仁
科
神
明
宮
か
ら
大

町
市
内
に
向
け
た
約
10
袰
を
北
ア
ル
プ
ス
の

美
し
い
姿
を
眺
め
な
が
ら
、
歴
史
と
文
化
を

し
の
び
な
が
ら

歩
く
コ
ー
ス
で

す
。

　

氷
見
市
の
皆

さ
ん
、
ゴ
ー
ル
デ

ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、

ぜ
ひ
大
町
に
遊

び
に
来
て
く
だ

さ
い
。

問
合
せ
先　

大
町
市
観
光
課

　

蕁
０
２
６
１
‐
22
‐
０
４
２
０

（
長
野
県
大
町
市
庶
務
課
広
聴
広
報
担
当
）

関
市
か
ら
濮

大
町
市
か
ら
燎

乳幼児の予防接種は標準的な接種年齢で受けましょう！
健康課　蕁74-8062

　予防接種は、感染症に対する抵抗力をつけるために行います。効果的に行うために、できるだけ標準的な接種年
齢 (感染症にかかりやすい年齢を考慮して定められた望ましい年齢 )で受けましょう。法律で定められている接種
年齢の方のみ接種料金は無料です。母子健康手帳で接種もれがないか、確認してください。個人通知は行いません
ので、計画的に受けましょう！

■標準的な接種年齢
■法律で定められている
　接種年齢

７
歳
６
か
月

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

６
か
月

３
か
月 接種回数、間隔等

接
種
場
所

実
施
日

集
団
接
種

ＢＣＧ（結核）
3か月頃に受けましょう。毎月1回実
施します。必ず 6か月までに接種を
受けましょう。

い
き
い
き
元
気
館

毎
月
の「
広
報
ひ
み
」で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。（
32
ｐ
）

ポリオ
（急性灰白髄炎）

2回受けましょう。春 (5 ･ 6 月 ) と秋
(10 ･ 11 月 ) に実施します。

個
別
接
種

ＤＰＴ三種混合
（百日咳、ジフテ
リア、破傷風）

第1期初回は 3～ 8週の間隔で 3回
受けましょう。第1期追加は初回の3
回終了後、1年～ 1年半で受けましょ
う。

指
定
医
療
機
関

１
年
を
通
し
て
受
け
ら
れ
ま
す
。 

ＭＲ二種混合
（麻しん、風しん）

第1期は 1歳になったらなるべく早
く、必ず 2 歳未満で受けましょう。
第 2期は小学校就学前の 1年間に必
ず受けましょう。

日本脳炎（※）
第1期初回は1～ 4週の間隔で2回、
第 1期追加は初回 2回終了後 1年経
過後です。

※日本脳炎予防接種は、急性散在性脳髄膜炎との因果関係があるとの判断により、平成 17年 5月に厚生労働省から積極的勧奨を差し控え 
　る通知が出されました。接種を受ける際は、医師から副反応の説明を受け、同意書に署名する必要があります。

第１期初回 追加

第１期 第２期
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固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

固
定
資
産
税
の
縦
覧･

閲
覧

　

固
定
資
産
税
の
縦
覧
は
、
ご
自
分
の
土
地

や
家
屋
の
評
価
が
適
正
か
ど
う
か
を
判
断
し

て
い
た
だ
く
た
め
に
行
う
も
の
で
、
次
の
期

間
中
は
固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
分
の
固
定
資
産
の
内
容
等
を

確
認
す
る
た
め
の
課
税
台
帳
の
閲
覧
は
、
年

間
を
通
じ
て
で
き
ま
す
。

期
間　

４
月
２
日
（
月
）
〜
５
月
１
日
（
火
）

　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
30
分

　
　
　
（
土･

日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
）

※
期
間
中
の
手
数
料
は
無
料
で
す
。

場
所　

税
務
課
（
市
役
所
３
階
）

固
定
資
産
税
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
で
き
る
人

　

土
地
又
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税
者

課
税
台
帳
を
閲
覧
で
き
る
人

　

土
地
又
は
家
屋
の
固
定
資
産
税
の
納
税

者
、
借
地･

借
家
人

縦
覧･

閲
覧
に
必
要
な
も
の

　

印
鑑
、
本
人
が
確
認
で
き
る
も
の
（
納
税

通
知
書
、
運
転
免
許
証
、
借
地･

借
家
人
の

方
は
契
約
書
等
）

※
代
理
人
（
同
居
の
親
族
以
外
）
の
場
合
は
、

　

委
任
状
も
必
要
で
す
。

課
税
明
細
書
の
送
付
に
つ
い
て

　

４
月
初
旬
に
、
平
成
19
年
度
固
定
資
産
税

の
納
税
通
知
書
と
課
税
明
細
書
（
土
地･

家

屋
の
内
容
を
記
載
し
た
も
の
）
を
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
資
産
内
容
、
課
税
内
容
等
に
つ

い
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
固
定
資
産
税
が
課
税
さ
れ
な
い
方
に

は
、
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産

税
の
減
額
措
置
に
つ
い
て

　

新
築
の
住
宅
の
床
面
積
が
50
平
方
メ
ー

ト
ル
以
上
２
８
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
（
ア

パ
ー
ト
な
ど
の
共
同
住
宅
の
場
合
は
、
１

世
帯
当
た
り
40
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
２
８
０

平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
）
の
場
合
、
床
面
積

１
２
０
平
方
メ
ー
ト
ル
ま
で
の
固
定
資
産
税

額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

併
用
住
宅
は
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上

の
も
の
に
限
ら
れ
、
店
舗
部
分
や
事
務
所
部

分
な
ど
は
減
額
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

減
額
さ
れ
る
期
間
は
、
一
般
の
住
宅
が
３

年
間
で
、
３
階
建
以
上
の
耐
火
住
宅
等
は
５

年
間
で
す
。

　

な
お
、
次
の
住
宅
の
減
額
措
置
は
平
成
18

年
度
で
終
了
す
る
た
め
、
平
成
19
年
度
か
ら

は
本
来
の
税
額
に
な
り
ま
す
。

・
平
成
15
年
に
新
築
し
た
一
般
住
宅

・
平
成
13
年
に
新
築
し
た
３
階
建
以
上
の
耐

　

火
住
宅
等

問
合
せ
先　

税
務
課
固
定
資
産
税
担
当

　
　
　
　
　

蕁
74
‐
８
０
４
５

固
定
資
産
税
の
お
知
ら
せ

○
部
門

　

・
一
般
部
門

　

・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
（
中
学
生
以
下
）

○
応
募
規
定　

テ
ー
マ
及
び
コ
マ
の

使
い
方
は
自
由
で
１
ペ
ー
ジ
と
し
ま

す
。
サ
イ
ズ
は
Ａ
４
判
で
、
ま
ん
が

原
稿
用
紙
又
は
画
用
紙
を
使
用
し
、

た
て
横
自
由
な
作
品
と
し
ま
す
。
た

だ
し
、
応
募
は
１
人
２
点
ま
で
。
作

品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
、
生
原

稿
と
し
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
作
品
に
つ

い
て
も
受
け
付
け
ま
す
が
、
紙
原
稿

に
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
作
品
に
限

り
ま
す
。
な
お
、
作
品
の
裏
面
に
以

下
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

①
タ
イ
ト
ル
（
画
題
）　

②
名
前
（
ペ

ン
ネ
ー
ム
の
方
は
本
名
も
）　

③
フ

リ
ガ
ナ　

④
郵
便
番
号　

⑤
住
所　

⑥
電
話
番
号　

⑦
生
年
月
日　

⑧

職
業
又
は
学
校
名　

⑨
こ
の
募
集
を

知
っ
た
き
っ
か
け

○
表
彰

・
大　

賞
（
１
点
）　
　

副
賞
20
万
円

・
一
般
部
門

　

優
秀
賞
（
１
点
程
度
）　

副
賞
５
万
円

　

佳　

作
（
２
点
程
度
）　

副
賞
２
万
円

・
ジ
ュ
ニ
ア
部
門

　

優
秀
賞
（
１
点
程
度
）　

副
賞
３
万
円

　

佳　

作
（
２
点
程
度
）　

副
賞
１
万
円

※
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
は
相
当
の
図
書
券
と
し
ま
す
。

○
応
募
資
格　

プ
ロ･

ア
マ
問
い
ま
せ
ん
。

（
共
同
製
作
の
場
合
は
２
名
ま
で
）

○
受
付
期
間　

５
月
７
日
（
月
）
〜

６
月
29
日
（
金
）
必
着

○
発
表　

７
月
下
旬
（
予
定
）

※
入
賞
し
た
方
に
は
通
知
す
る
と
と
も
に
、広
報

ひ
み･

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
掲
載
し
ま
す
。

○
表
彰
式　

８
月
（
予
定
）

○
審
査
委
員
長　

藤
子
不
二
雄
狢
先
生

○
そ
の
他　

応
募
作
品
は
返
却
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
応
募
作
品
の
一
切
の

権
利
（
著
作
権
等
）
は
主
催
者
に
帰

属
し
、
主
催
者
が
自
由
に
公
開
で
き

る
も
の
と
し
ま
す
。

○
応
募･

問
合
せ
先

　

〒
９
３
５
‐
８
６
８
６

　

氷
見
市
丸
の
内
１
番
１
号

　

氷
見
市
企
画
広
報
室

　
「
ひ
み
キ
ト
キ
ト
ま
ん
が
道
大
賞
」係

　
　
　
　
　

蕁
74
‐
８
０
１
１

第
６
回
ひ
み
キ
ト
キ
ト

ま
ん
が
道
大
賞
作
品
大
募
集
！前回の大賞受賞作品「シンデレラ」

藤
子
不
二
雄
狢
先
生
が
選
ぶ

26



「
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
」
に

お
越
し
く
だ
さ
い

　

糖
尿
病
と
は 

、
血
液
の
中
の
糖
分
が
高
く

な
る
病
気
で
、
血
管
が
砂
糖
漬
け
の
状
態
に

な
り
、
病
気
が
進
む
と
血
管
は
硬
く
な
り
、

ボ
ロ
ボ
ロ
に
壊
れ
ま
す
。
高
血
糖
の
状
態
を

そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
失
明
し
た
り
、

腎
臓
の
障
害
で
血
液
透
析
が
必
要
に
な
っ
た

り
、
太
い
血
管
で
は
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
で

死
に
至
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
足
の
壊え

疸そ

（
感
染
、
血
流
障
害
な
ど
で

体
の
一
部
が
死
ん
で
し
ま
う
こ
と
）
が
生
じ

た
り
、
感
染
に
対
す
る
抵
抗
力
が
弱
く
な
っ

た
り
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
は
こ
の
よ
う
に
怖
い
病
気
で
す
が
、

食
事
や
運
動
、
必
要
に
応
じ
た
薬
物
療
法

で
血
糖
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
と
、
余
病
は

進
行
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
現
在
、
糖
尿
病

の
人
は
疑
い
の
あ
る
人
も
含
め
る
と
全
国
で

１
３
０
０
万
人
い
る
と
推
測
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
物
が
満
ち
足
り
て
い
る
今
の
社
会
で
食

事
と
運
動
を
整
え
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
糖
尿
病
は
痛
み
な

ど
の
症
状
が
乏
し
い
の
で
、
症
状
の
悪
化
に
気

づ
か
ず
、
余
病
が
出
た
時
に
後
悔
す
る
こ
と
が

よ
く
あ
る
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
、
当
院
で
は
４
月
か
ら
糖
尿
病
セ

ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
糖
尿
病
の
治
療
と
と

も
に
、
患
者
様
と
そ
の
ご
家
族
を
支
援
い
た

し
ま
す
。

　

糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
の
主
な
機
能
は
次
の
と

お
り
で
す
。

専
門
医
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

診
療
・
指
導
（
毎
週
木
曜
日
）

①
糖
尿
病
の
専
門
医
３
名
が
、
糖
尿
病
の
診

療
は
も
ち
ろ
ん
、
怖
い
合
併
症
に
つ
い
て

綿
密
な
検
査
を
行
い
、
症
状
と
対
応
方
法

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。

普
段
開
業
医
の
先
生
に
診
て
も
ら
っ
て
い

る
方
で
も
、
気
軽
に
合
併
症
の
こ
と
に
つ

い
て
診
察
や
生
活
指
導
な
ど
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

②
専
門
医
と
糖
尿
病
療
養
指
導
士
の
資
格
を

持
つ
ス
タ
ッ
フ
が
個
々
の
レ
ベ
ル
に
応
じ
、

患
者
様
や
そ
の
ご
家
族
へ
療
養
指
導
を
行

い
ま
す
。
糖
尿
病
療
養
指
導
士
に
は
、
看

護
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
薬
剤
師
・
管
理

栄
養
士
が
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を

生
か
し
て
、
食
事
栄
養
、
運
動
、
検
査
結

果
の
見
方
、
自
己
血
糖
測
定
、
足
の
管
理
、

服
薬
な
ど
に
つ
い
て
き
め
細
か
く
説
明
し

ま
す
。

患
者
様
と
家
族
の
方
、

糖
尿
病
が
心
配
な
方
の
自
己
学
習
支
援

①
セ
ン
タ
ー
に
は
、
ど
な
た
で
も
気
軽
に
糖

ふれあい看護体験参加者募集
市民病院　看護部むつみ会

　市民病院では、5月 7日（月）からの看護週間に
『ふれあい看護体験』を実施します。
　看護を体験し、看護への理解を深めませんか？
日　時　5月9日（水）　午前9時～午後3時（昼食付）
内　容　講義と実技　口腔ケアについて
定　員　10名程度
申込み･問合せ先　看護部長室
　　　　蕁 74 － 1900( 内線 210)
　　　※お電話でお申し込みください。

市民病院調理員募集
縡募集職種･人員　調理員（3名）
縒業務内容　給食調理
　食器･調理器具洗浄、食事の盛り付け・集配膳等
縱雇用形態　パート
縟雇用期間　２か月毎の更新
縉勤務日等
　早番（午前5時30分～午後1時30分）と
　遅番（午前10時30分～午後8時）の２交代勤務で
　原則週休 2日
縋応募資格　満50歳以下の方
　（特に免許資格は必要ありません）
縢賃 金 等
　日額 6,400円（調理師免許をお持ちの方）
　日額 6,330円（調理師免許のない方）
●社会保険、雇用保険、早番手当、祝日出勤 
　手当等あり
繆採用予定　随時
※勤務を希望される方は市民病院経営管理課
へご連絡ください。面接により採用を決定
します。
問合せ先　市民病院経営管理課
　　　　　蕁74-1900( 内線 248)

尿
病
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
、
本
や
ビ
デ

オ
な
ど
の
学
習
資
料
が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
職
員
を
配
置
し
、
皆
さ
ん
の
疑
問

に
答
え
た
り
、
相
談
を
受
け
た
り
し
ま
す
。

②
セ
ン
タ
ー
で
は
、
患
者
様
同
士
の
ふ
れ
あ

い
や
情
報
交
換
の
た
め
の
交
流
会
を
行
い

ま
す
。
患
者
様
な
ど
か
ら
糖
尿
病
の
こ
こ

が
知
り
た
い
と
い
う
リ
ク
エ
ス
ト
が
あ
れ

ば
、
勉
強
会
を
企
画
し
ま
す
。

　

今
後
は
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
き
し

な
が
ら
、
糖
尿
病
セ
ン
タ
ー
を
充
実
し
て
い

き
ま
す
。
そ
し
て
、
皆
さ
ん
が
糖
尿
病
と
仲

良
く
付
き
合
っ
て
い
け
る
よ
う
に
応
援
い
た

し
ま
す
。
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回 日 講 　　座 講　　師（※）

１ 4月28日（土）
曳山祭りの今日
～越中の曳山と氷見の曳山～

市立博物館
　　小

こざかい

境　卓
たく

治
じ

２ 5月12日（土）
戦国期の氷見
～山城を掘る～

市立博物館
　　大

おお

野
の

　　究
　もとむ

３ 5月26日（土）
斎藤弥九郎
～江川坦庵･渡辺崋山らとの交流～

生涯学習課
　　小

お

谷
だに

　　超
　すすむ

４ 6月  9日（土）
氷見の神社
～氷見地域の神祇信仰～

市史編さん室
　　鈴

すず

木
き

　瑞
みず

麿
まろ

５ 6月23日（土）
出土品に見る木工技術
～鞍川バイパス遺跡群の発掘成果から～

生涯学習課
　　　瀬　直

なお

樹
き

６ 7月  7日（土）
氷見の仏教
～各宗派に見る仏教の地域史～

市立図書館
　　森

もり

越
こし

　　博
　ひろし

※講師の所属は平成19年3月現在のものです。

「氷見の歴史･民俗講座」
　市教育委員会では、市民の皆様を対象に氷見市の歴史や民俗について再認識し、
一層関心を深めていただくことを目的に、連続講座「氷見の歴史･民俗講座」を開
講します。
　講師は市立博物館や生涯学習課の学芸員等が担当し、最新の研究や調査の成果
も織り交ぜた大変興味深い内容です。ぜひご参加ください！

開催時間　各回とも午前 10時～正午（2時間）
　※初回の冒頭には開講式、最終回の終了時には閉講式･修了証授与を行います。
会　　場　教育文化センター 4階会議室（予定）
募集定員　15名（定員になり次第締め切ります。）
受 講 料　無料
申込み･問合せ先　生涯学習課　蕁74‐8215

年金支給月 徴収区分 算　定　内　容

４月

６月

８月

仮徴収
（暫定賦課）

　介護保険料は、6月の市県民税が確定
した後に年額が決定します。そのため、
4月･ 6 月･ 8 月は年間の保険料額が確
定できないので、原則として、前年度
の 2月に年金から差し引いた保険料と
同額を徴収（仮徴収）します。
　今年度より新規で年金天引きとなる
方については、前年度保険料を参考に
仮徴収する予定です。

10月
12月
２月

本徴収
（本算定賦課）

　市県民税を基に確定した年間の介護
保険料額から、4月･ 6 月･ 8 月に仮徴
収した額を差し引き、残りの額を 10月
･ 12 月･ 2 月の 3 回に分けて、年金か
ら徴収（本徴収）します。

問合せ先　健康課介護保険担当　蕁74‐8066

介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
差
し
引
か
れ
る
方
へ

平
成
19
年
度

介
護
保
険
料
仮
徴
収
の
お
知
ら
せ

　

年
金
か
ら
介
護
保
険
料
が
差
し
引
か
れ
る
方
（
特
別
徴
収
）
は
、

原
則
と
し
て
年
額
を
年
金
支
給
回
数
の
６
回
に
分
け
て
徴
収
し
て
い

ま
す
。
年
金
支
給
月
の
う
ち
、
４
月･

６
月･

８
月
は
暫
定
賦
課
に
よ

る
仮
徴
収
を
、
10
月･

12
月･

２
月
は
本
算
定
賦
課
に
よ
る
本
徴
収
を

そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南中町の曳山

斎藤弥九郎

鞍川D遺跡から
出土した丸木舟

ひろ せ
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平成19年度　街灯修理担当業者のご案内
業者名 TEL･FAX 担　当　地　区

こしたに電機 TEL･FAX72‐4583 磯辺･胡桃･国見･城戸･中田浦･村木･針木･小滝･吉滝
･一刎･味川

氷見大電譌 TEL 91‐5628
FAX 91‐5357

姿･中田･中波･脇･長坂･平･吉岡･平沢･平ノ山･大境･
小境

森長電化工事商会 TEL 72‐6262
FAX 72‐6888 久目･触坂･棚懸･岩瀬･老谷･赤毛･土倉･坪池･一ノ島

平井電機商会 TEL 74‐1824
FAX 72‐2722

惣領･鞍骨･鉾根･寺中･大窪･脇之谷内･大覚口･上中･
吉池･上原･細越･深原･飯久保（飯久保新町）

田子電機工業所 TEL 72‐2922
FAX 74‐5714

上伊勢･中伊勢･下伊勢･地蔵町･御座町･南上･南中･
南下･仕切･川原･朝日北部･七軒町

小林電機商会 TEL 72‐0885
FAX 72‐2069

鞍川表出･鞍川裏出･有磯地区･大野新･加納（谷内･
中程･浦出）･加納町･宗源寺

くぼ住宅設備工事 TEL 76‐2753
FAX 76‐1788

小窪･田江･早借･小久米･日詰･日名田･三尾･床鍋･
葛葉･桑ノ院･見内

譁紅井電機商会 TEL 72‐1061
FAX 74‐5764 窪･岩上･湖光･万葉線

譌ミヤカワ電設 TEL 72‐1310
FAX 74‐3244

布施･上下矢田部･三田窪･大浦･神代･蒲田･矢ノ方･
堀田

酒井電気商会 TEL･FAX91‐5837 島尾･宮田･小竹･泉の杜

谷電機商会 TEL 95‐1278
FAX 95‐1906 余川･上余川（一ノ瀬･片倉･久保）･寺尾･懸札･吉懸

瀬戸設備工事 TEL 76‐1511
FAX 76‐1510 論田･熊無･谷屋･新保･中村･柿谷

譌竹島電器 TEL・FAX91‐4163 園･大浦新町･大浦市営住宅･上泉･上下田子

森山電機譁 TEL 74‐0121
FAX 72‐2885

湊･中町･浜町･今町･新町･本川･入船･向島･朝日南部
･田町

譌澤武電機商会 TEL 72‐0628
FAX 74‐4801 上下稲積･北加納･諏訪野･池田町･浦大野

譁ヤマハナ電機 TEL 91‐4522
FAX 91‐4511 柳田･村上･高砂

うえの電化 TEL･FAX74‐3613 表大野･中大野･沢･大野住宅･中尾･泉･七分一･上田･
沖布

シオヅ電化 TEL 72‐0837
FAX 72‐1846 間島･新道･阿尾･指崎･森寺･北八代･小杉

藤林電器譁 TEL 72‐0327
FAX 72‐0339 宇波･脇方･白川･上下戸津宮･大窪･薮田･泊･見田窪

みずかみ電器 TEL 74‐3507
FAX 74‐5790

万尾･西朴木･川尻･粟原･中谷内･海津･上下十二町･
上下久津呂

※街灯修理を依頼する場合は、
地区担当事業者へ電柱番号
と場所（所在地）をお知ら
せください。

電柱番号記載
このプレートで電柱番号
をご確認ください。
（例）
１５００　ア　１２３０

　数字　カタカナ　数字

カーブミラーの新設・修
理等についても上記へご
連絡ください。

平成19年度の入札制度の見直しについて 問合せ先　財務課契約･検査班
　　　　　蕁 74‐8037

１．予定価格の事前公表について
　平成 18 年度に引き続き、設計金額が、工事は
130 万円以上、設計・測量等の委託は 50 万円以上
について事前公表を行います。

２．縦覧設計書について
　平成 18年度は 1部は閲覧用（持出禁止）、2部は
貸出用として市役所で公開していましたが、平成 19
年度からは、市役所で 1部のみ公開（閲覧用のみ）し、
入札参加有資格者の方は、設計図書販売指定店（※）
から購入し積算後、入札に参加していただきます。

※平成 19年度の販売指定店…ひふみ印刷社
（柳田 75‐8　蕁91‐1367蕭91‐3067）

平成 18年度 平成 19年度

工　種 ①土木　②下水等

金　額

＜試行実施＞
2000万円以上

＜本格実施＞
2000万円以上
＜試行実施＞
500万円以上

条　件
主たる営業所の所在地が氷見市内に
あること等

対象外と
なる工事

①災害工事　②特殊工事
③緊急を要する工事等

その他
入札の公告、必要事項、様式、入札結果につい
ては、氷見市ホームページ上で公表します。

入札方法 郵便入札

３．条件付一般競争入札の範囲拡大について

問合せ先
　建設課道の管理担当
　蕁 30‐7070
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ハッピー･イースター！　Happy　Easter
　皆さんは「イースター (Easter)」のことをご存知で

すか？イースターは 3月から 4月のいずれかの金曜日

から月曜日の 4日間にかけて行われるキリスト教の祭

日で、言い伝えでは、金曜日にイエス･キリストがはり

つけになり、その三日後の日曜日に復活したと言われ

ていることから、その「復活」を祝う祭日です。そこで、

イースターの時には「新しい生命の誕生」をお祝いします。

　イースターでは、うさぎ ( バニー ) や卵が「新しい

生命のシンボル」として使われます。「なぜうさぎ？」

と思う人もいるかもしれませんが、うさぎは、とても

多産の動物だからです。イースターでのうさぎは、「イー

スターバニー」と呼ばれます。

　クリスマスのサンタクロースのように、うさぎの格

好をした「イースターバニー」が、みんなに「イースター

エッグ」という卵を配ります。

　「イースターエッグ」というのは、名前のとおりイー

スターで使われる卵のことで、ゆで卵にペンキやマー

カーなどできれいに色を塗って、飾ったり、プレゼン

トとしてあげたりしていました。

ニュージーランドっ娘
こ

ケリンの

※ Kiwi とはニュージーランド人のことです。

　この時、その「イースターエッグ」をいろいろな場

所に隠すので、子どもたちはみんなでそれを探しに行

きます。私が子どもの頃、本当の鶏の巣でイースター

エッグを見つけてびっくりしたことがあります！

　今では「イースターエッグ」として本当の卵を使う

ことはあまりなく、かわりにチョコレートで作った卵

をプレゼントするようになりました。これには色々な

種類や大きさがあって、中が空っぽのものや、おもちゃ、

他のお菓子が入ったもの、ホワイトチョコレートで作っ

た白いものなどがあります。中にはチョコレートで作っ

たうさぎもあります。

　これら多くの「イースターエッグ」の中でもニュー

ジーランドで一番大きいものとして知られているのは、

『大相撲』チョコレートです。これは箱に「お相撲さん」

の絵が描いてあるもので、何と、約２ｋｇくらいの重

さがあるのです！！

　きっと、この「イースターエッグ ｣を食べると、お

相撲さんのように大き

くなるので『大相撲』と

いうのでしょうね！？

3月10日（日）に開催された
氷見ユネスコ協会の「イー
スターパーティー」で、イー
スターエッグを作る参加者

※
臨
時
休
園
の
お
知
ら
せ

　

４
月
27
日
（
金
）
ま
で
、
園
内
改
装
の
た

め
臨
時
休
園
い
た
し
ま
す
。

植
物
園　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

日
時　

４
月
28
日
（
土
）
〜

○
新
し
く
な
っ
た
展
示
ホ
ー
ル
の
ご
紹
介

・
氷
見
市
内
の
淡
水
魚
コ
ー
ナ
ー

・
水
辺
の
生
き
物
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー

※
こ
れ
に
伴
い
、
世
界
の
昆
虫
標
本
が
な
く
な

　

り
ま
す
。

○
入
園
料
金
改
定
の
お
知
ら
せ

「
春
を
生
け
る
」
造
花
の
コ
デ
マ

リ
と
シ
ン
ピ
ジ
ュ
ウ
ム
を
使
っ
て

日
時　

４
月
28
日（
土
）午
後
２
時
〜
午
後
４
時

場
所　

４
階
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ

講
師　

紅
井
万
里
子
さ
ん　

定
員　

20
名

材
料
費　

１
，
８
０
０
円

持
ち
物　

ペ
ン
チ
、
目
打
ち

申
込
み
締
切　

４
月
23
日
（
月
）

紅
茶
教
室
（
全
６
回
・
毎
月
第
３
土
曜
日
）

日
時　

４
月
21
日（
土
）午
後
１
時
〜
午
後
３
時

イ
ソ
ス
ミ
レ（
展
示
庭
園
）

　

北
海
道
西
南
部
か
ら
鳥
取
県
以
北
の
日

本
海
側
の
海
岸
の
砂
地
に
生
え
る
ス
ミ
レ

科
ス
ミ
レ
属
の
多
年
草
で
す
。

　

道
ば
た
や
山
地
な
ど
で
よ
く
見
か
け
る

タ
チ
ツ
ボ
ス
ミ
レ
の
仲
間
で
、
和
名
は
、

海
岸
に
生
え
る
こ
と
に
由
来
し
て
い
ま

す
。

　

ま
り
の
よ
う
に
大
き
く
盛
上
っ
た
株
に

紫
色
の
花
が

咲
き
ま
す
。

ま
た
、
別
名

の
「
セ
ナ
ミ

ス
ミ
レ
」は
、

自
生
地
の
新

潟
県
瀬
波
海

岸
に
由
来
し

て
い
ま
す
。

申
込
み
方
法　

い
ず
れ
の
教
室
も
、
は

が
き
又
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
て
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
、
参
加
希
望
の
教
室

名
等
を
明
記
の
上
、
各
締
切
日
ま
で

に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

入園料

大　

人

５
０
０
円(

団
体
４
０
０
円)

子
ど
も

１
０
０
円　

(

団
体
80
円)

回数券
(11枚綴)

大　

人

５
，
０
０
０
円

子
ど
も

１
，
０
０
０
円

１年通用
入園券

大　

人

２
，
０
０
０
円

子
ど
も

　
　

４
０
０
円

場
所　

４
階
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ

講
師　

作さ
く

嶋し
ま

千ち

昌あ
き

さ
ん　

定
員　

20
名

費
用　

１
５
，
０
０
０
円
（
６
回
分
）

持
ち
物　

マ
イ
カ
ッ
プ
（
カ
ッ
プ
＆
ソ
ー

　

サ
ー
）
を
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
結
構
で

　

す
。

申
込
み
締
切　

４
月
16
日
（
月
）

氷
見
市
海
浜
植
物
園

蕁
91-

０
１
０
０　

蕭
91-

４
５
６
７
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三み

國く
に 　

清き
よ

三み

シ
ェ
フ（
52
歳
）東
京
都
在
住

　
「
甘
い
」、「
酸
っ
ぱ
い
」、「
し
ょ
っ
ぱ
い
」、「
苦
い
」、

こ
れ
に
加
わ
る
味
覚
「
う
ま
味
」。
こ
れ
ら
「
五
味
」
を

す
べ
て
バ
ラ
ン
ス
よ
く
引
き
出
す
と
「
旨
み
」
に
繋
が
り

ま
す
。
こ
の
考
え
を
ヒ
ン
ト
に
企
画
し
た
の
が
、こ
の
「
ミ

ク
ニ
ズ　

キ
ッ
ズ
フ
ァ
イ
ブ
」
で
す
。
こ
の
言
葉
に
は
子

ど
も
た
ち
に
味
覚
に
加
え
て
音
感
も
含
め
た
「
五
感
」
を

養
う
機
会
と
な
る
よ
う
に
と
の
願
い
も
込
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
が
自
ら
シ
ェ
フ
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

で
、
既
成
概
念
に
捉
わ
れ
な
い
創
造
性
や
探
究
心
を
磨
き
、

こ
の
時
期
に
大
切
な
味
覚
を
刺
激
・
育
成
し
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

い
き
い
き
元
気
館
で
親
子
料
理
教
室「
ミ
ク
ニ
ズ 

キ
ッ
ズ
フ
ァ
イ
ブ
」を
開
催
し
た

4/1(日)～7(土) 4/8(日)～14(土) 4/15(日)～21(土) 4/22(日)～28(土) 4/29(日)～5/5(土)

日 火 木
6:00 ～
9:00 ～

19:00 ～
月 水 金 土

7:00 ～
10:00 ～
20:00 ～

（自主制作番組）

平成19年度
予算の概要
新年度予算の重点事業な
どについて、お知らせし
ます。

交通安全教室
高齢者に特に気をつけて
ほしいことなどを、お伝
えします。

（２月２０日、島尾公民館
で収録）

ミクニズ
キッズファイブ
フレンチの巨匠・三國清
三シェフが、市内の小学
生と保護者を対象に、親
子料理教室を開催しまし
た。

オジャマします
 ( 中央公民館 ) 
中央公民館まつりに向け
て、各種講座で元気に頑
張る人々を紹介します。

ひみぶりっこてれび
地域子育てセンターや上
庄、布勢保育園児の皆さ
んが出演します。

日 火 木
7:00 ～

10:00 ～
20:00 ～

月 水 金 土
6:00 ～
9:00 ～

19:00 ～
（自主制作番組）

評議
平成２１年からスタート
する裁判員制度のしくみ
を、裁判員制度広報用映
画を見ながら、理解しま
しょう

食の道場 
(第２回フランス料理編)
 フレンチの若手人気シェ
フ菊池美

よし

升
なる

さんを講師に
迎え、氷見の食材を使っ
て行なわれた講習会の模
様を紹介します。

氷見の祇園まつり
（後編）
昨年７月に映像記録を実
施した「祇園祭り」とそ
の歴史を詳しく紹介しま
す。

我が地区紹介
（久目地区）
住民パワーでパークゴル
フ場の建設、運営を行っ
ている久目地区の皆さん
を紹介します。

食のフォーラム①
講演「これからの食育と
地産地消」講師：東京農
業大学　小泉武夫教授（３
月１８日、市民会館で収
録）

8:00 ～
11:00 ～
14:00 ～

主に昨年度の放
送した自主制作
番組の再放送

交通安全
母の会大会
～平成 18 年 4 月放送の
再放送～＜ 20 分＞

博物館特別展

「臼が峰往来」
～平成 18 年 4 月放送の
再放送～＜ 30 分＞

ボランティアだより
～平成 18 年 4 月放送の
再放送～＜ 20 分＞

ひみぶりっこてれび
～平成 18 年 4 月放送の
再放送～＜ 30 分＞

ひみ有磯太鼓保存会
～平成 18 年 4 月放送の
再放送～
＜ 30 分＞

13:00 ～
21:00 ～

（NHK 番組の再
放送）

銀河テレビ小説
まんが道

（第 1 ～ 3 回）

安
あ

孫
び

子
こ

素
もと

雄
お

さんと藤本弘
さんの自伝ドラマです。
＜ 60 分＞

きょうの健康
（ご用心！油断できな
い中性脂肪）
脂肪をためない食生活　
脂肪をためない運動
＜ 30 分＞

その時歴史が動いた
（春日局　徳川家康を
動かす）
戦国女性　太平の世への
願い＜ 45 分＞

きょうの料理
（お菓子大好き）
バニラシフォンケーキ
＜ 25 分＞

銀河テレビ小説
まんが道

（第 4 ～ 6 回）

安
あ

孫
び

子
こ

素
もと

雄
お

さんと藤本弘
さんの自伝ドラマです。
＜ 60 分＞

15:00～18:30
（サイエンスチャンネル）

サイエンスチャンネルの番組は、毎日変わります。ホームページ（http://sc-smn.jst.go.jp/）の番組表（SkyperfecTV765ch

の 15：00～18：30）をご覧ください。なお予告なく災害情報などをお知らせする場合があります。

※行政ニュースファイル　6:30　7:30　8:30　12:30　18:30　19:30　20:30　21:30　22：30
※上記以外の時間は、市役所各課からのお知らせやイベント情報などを文字放送で放送します。

番組内容や放送時間は、都合により変更
になる場合があります。

氷見市行政チャンネル 月の放送予定4

氷見市地域子育てセンターから
蕁 74‐8453　蕭 74‐8460

一緒に楽しく子育てをしましょう !!
　氷見市地域子育てセンターは、いきいき元気
館内にあり、全面ガラス張りで明るく、親子で
ゆったりと遊んでいただける所です。
　センターでは、季節の歌や手遊び、体操、ひ
み弁講座、おせっかい講座、折り紙講座などの
各種講座や楽しいイベントをたくさんご用意し
ています。また、子育てに関する内容でのプレ
イタイムも楽しむことができます（午前 10時
30分～、午後３時～）。
　保護者やお子さん同士の交流の場として、そ
して、子育ての悩み相談の場として気軽にご利
用ください。
　お父さん、おじいちゃん、おばあちゃんも是
非おいでください！
利用時間　午前 9時～午後 4時 30分
利用料金　無料（予約不要）
利用対象者　在宅児とその保護者
　※親子とも元気な日にお越しください。
休 館 日　第 1,3,5 日曜日、祝日、年末年始
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今月の保健室 健康課蕁 74-8062

○3～4か月児健診　受付時間　13:00～13:20
　4/20（金）（H18.12.1～H18.12.22生まれ）
※母子健康手帳、バスタオル、「健診＆予防接種手帳」の問診票を
　ご持参ください。

○1歳6か月児健診　受付時間　13:00～13:20
　4/26（木）（H17.9.23～H17.10.16生まれ）
※母子健康手帳、「健診＆予防接種手帳」の問診票、子ども用歯ブ
　ラシをご持参ください。
※希望者に歯のフッ素塗布を行います。（料金800円）

○3歳児健診　受付時間　13:00～13:20
　4/19（木）（H15.9.1～H15.9.22生まれ）
※母子健康手帳、3歳児健康診査問診票、歯ブラシ（大人用、子
　ども用）、コップをご持参ください。

○BCG予防接種　受付時間　9:30～9:45
　4/27（金）（H19.1.1～H19.1.28生まれ）
※母子健康手帳、「健診＆予防接種手帳」の予診票をご持参ください。
※同会場にて、BCG接種に来られた方を対象に「赤ちゃん相談」
　を実施します。赤ちゃんのこと、育児をしているパパ、ママの
　こと何でもご相談ください。

○子育てなんでも相談　13:30～15:00
　4/3、5/8（火）
※妊娠･出産･育児について、何でもご相談ください。

○いきいき教室
　（身体の機能が低下し、日常生活に不安がある方等）
　4/9、16、23、5/7（月）　10:00～12:00
　4/5、12、19、26、5/10（木）　 10:00～12:00

会場はいずれもいきいき元気館です。

（4/1 ～ 5/10）
健やか子どものイベント情報健やか子どものイベント情報

※ 4月の開放園はお休みです。地域子育てセンター、
　マヤ子育て支援センターをご利用ください。

福祉医療費請求書（ピンクの用紙）発行窓口
・福祉課子育て応援担当（市役所 3階）
・健康課窓口（いきいき元気館 1階）
・氷見市民病院総合窓口
　必ず乳幼児医療費受給資格証（ピンクのカード）と、健康保険証を持って、各発行窓口へお越しください。
なお、加入保険証が変更になった場合は、福祉医療費請求書（ピンクの用紙）を再発行する必要があります。

乳児･幼児･児童の医療費を助成します
～４月から入院医療費の助成を小６まで拡大します～

　乳児、幼児の入院・通院医療費及び児童の入院医療費の保険診療分の自己負担額を助成します（食事療養費は
除く）。下記の方法で手続きを行ってください。
●乳児（出生から 1歳になる月の月末まで）

●幼児（1歳になった月の翌月から小学校 1年生になる前月まで）

●児童（小学校 1年生から 6年生まで）

（注）学校、保育園等の管理下における負傷･疾病で災害共済給付を受ける場合は、助成対象外となります。

問合せ先　福祉課子育て応援担当　蕁74‐8117

県内の医療機関等への入院･通院 福祉医療費請求書（ピンクの用紙）を各医療機関に提出してください。

県外の医療機関等への入院･通院 いったん医療費を支払った後、福祉課の窓口で払い戻しの手続きをしてください。

市内の医療機関等への通院 福祉医療費請求書（ピンクの用紙）を各医療機関に提出してください。

入院及び市外の医療機関等への通院 いったん医療費を支払った後、福祉課の窓口で払い戻しの手続きをしてください。

入院のみ いったん医療費を支払った後、福祉課の窓口で払い戻しの手続きをしてください。

みんなの広場　( 予約不要 )
●日　　時　4月19日(木)　10:00～
●場　　所　ふれあいスポーツセンター柔道場
●テ ー マ　春を探そう!!
　　　　　　（かわいい風船がもらえるよ！）
●問合せ先　マヤ子育て支援センター
　　　　　　蕁74-7550

人形劇　( 予約不要 )
「いずみの会」の皆さんによる楽しい人形劇で
す。
●日　　時　4月20日(金)　10:30～
●場　　所　地域子育てセンター
●問合せ先　地域子育てセンター
　　　　　　蕁74-8453
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このコーナーでは平成 18年 4月生まれのお
子さんを募集しています。詳しくは、下記の
「1歳になりましたが変わりました！」をご
覧ください。

1歳に
なりました。

中
なか

村
むら

　羽
う

沙
さ

ちゃん
3月29日生まれ･柳田

（父）利
とし

彦
ひこ

　（母）江
え

身
み

能
の

坂
さか

　和
かず

輝
き

くん
3月30日生まれ･上泉

（父）和
かず

彦
ひこ

　（母）朋
とも

実
み

和
いずみ

泉　遼
りょうせい

星くん
3月13日生まれ･飯久保

（父）直
なお

樹
き

　（母）亜
あ

沙
さ

美
み

南
なんじょう

條さくらちゃん
3月6日生まれ･稲積

（父）亮
りょうへい

平　（母）輝
てる

美
み

伊
い

尾
お

　海
かい

遼
り

くん
3月10日生まれ･上泉

（父）裕
ゆたか

　（母）志
し

津
ず

恵
え

堂
どう

前
まえ

　拓
たく

真
ま

くん
3月24日生まれ･大野

（父）隆
たか

司
し

　（母）ゆかり

上
じょうせん

仙　玲
れ

遠
おん

くん
3月8日生まれ･見内

(父)真
まさ

幸
ゆき

　(母)真
ま

紀
き

吉
よし

田
だ

　航
こう

大
だい

くん
3月6日生まれ･宮田

(父)英
ひで

明
あき

　(母)由
ゆ

紀
き

中
なか

村
むら

　咲
さく

也
や

くん
3月28日生まれ･間島

(父)良
よし

晴
はる

　(母)江
え

美
み

西
にし

川
かわ

　陽
はる

都
と

くん
3月2日生まれ･窪

(父)健
けん

治
じ

　(母)英
えい

子
こ

高
たか

木
ぎ

　凜
りん

ちゃん
3月27日生まれ･堀田

(父)伸
しん

　　(母)尚
なお

子
こ

松
まつ

浦
うら

賢
けん

太
た

郎
ろう

くん
3月27日生まれ･岩瀬

(父)良
りょういち

一　(母)幸
ゆき

枝
え

森
もり

越
こし

　嬉
う

多
た

ちゃん
3月21日生まれ･海津

(父)啓
けい

介
すけ

　(母)華
か

代
よ

子
こ

梨
なし

木
き

　寿
かず

真
ま

くん
3月13日生まれ･小杉

(父)健
けん

太
た

郎
ろう

　(母)栄
えい

子
こ

堀
ほり

田
た

　小
こ

春
はる

ちゃん
3月8日生まれ･窪

(父)俊
とし

宏
ひろ

　(母)真
ま

紀
き

湊
みなと

　竜
りょうま

馬くん
3月19日生まれ･比美町

(父)拓
たく

也
や

　(母)智
とも

美
み

金
かな

谷
や

　咲
さく

良
ら

ちゃん
3月23日生まれ･大野

（父）健
けん

一
いち

　（母）香
か

織
おり

　「1歳になりました」に掲載を希望される 1歳になった
お子さんを、全て広報ひみに掲載いたします。掲載を希望
される方は、下記の要領に従ってご応募ください。
対　　象　平成18年4月生まれの氷見市内在住のお子さん
応募方法　任意の用紙に住所、お子さんの氏名・ふりがな、
性別、申請者（ご両親等）の氏名・ふりがな、連絡先電
話番号を記載して、掲載するお子さんの写真の裏面に貼
付けて、市役所４階企画広報室まで提出してください。
（郵送・電子メール可）
応募締め切り　4月 6日（金）必着
応募･問合せ先　〒 935‐8686（住所記載不要）
　氷見市企画広報室　市民の声・広報担当
　「１歳になりました」係

　　蕁 74‐8012　FAX74‐4004
　Ｅ‐mail　shiminnokoe@city.himi.lg.jp
※注意事項※
①必ず期限までに写真を提出してください。郵送の場合は
期限までに届くように送付してください。遅れた場合は
掲載できません。
②携帯電話等のカメラで撮影した写真や家庭用プリンター
で印刷した写真は、画質が荒く掲載に適さない場合があ
りますのでご注意ください。
③写真の裏面に直接字を書くと、表に写ってしまうことが
ありますので、必ず他の用紙に記載してください。
④掲載内容等について、ご確認の電話をすることがありま
す。

「１歳になりました」が変わりました！
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夕
暮
れ
、
薮
田
ト
ン
ネ
ル
を
出
た
所
で
、

あ
る
年
配
の
方
が
自
転
車
で
急
に
道
路
を
渡

り
出
し
て
、驚
き
ま
し
た
。（
小
境　

Ｅ
／
Ｕ
）

　

旅
行
か
ら
帰
っ
た
次
の
日
に
、
持
っ
て

い
っ
た
物
を
片
付
け
て
し
ま
い
安
心
し
て
い

ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
次
の
日
、
主
人
が
買
っ

て
く
れ
た
ダ
イ
ヤ
の
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
し
ま
っ

た
覚
え
が
無
い
の
に
気
付
き
、
カ
バ
ン
の
中

や
財
布
の
中
な
ど
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か

ら
ず
、
背
中
を
寒
い
も
の
が
走
り
ま
し
た
。

失
く
し
た
ら
主
人
は
烈
火
の
ご
と
く
に
怒

る
と
思
い
探
し
た
ら
、
何
と
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に

包
ん
で
ご
み
箱
に
し
っ
か
り
入
っ
て
お
り
ま

し
た
。
私
達
の
居
間
の
ご
み
箱
前
で
、
冷
や

汗
を
か
い
て
ホ
ッ
と
し
た
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
柳
田　

Ｋ
／
Ｏ
）

　

暖
か
い
日
、
家
の
裏
で
畑
を
ク
ワ
で
耕
し

て
い
る
と
、
一
瞬
変
な
声
（
ギ
ャ
フ
ン
）
と

と
も
に
白
い
も
の
が･･･

。
そ
れ
は
動
き
も
せ

ず
大
き
く
ふ
く
ら
ん
だ
カ
エ
ル
の
お
腹
。
畑

の
中
で
冬
眠
し
て
い
た
と
こ
ろ
に
ク
ワ
が
あ

た
っ
た
よ
う
で
し
た
。
畑
を
耕
し
て
い
る
の

に
プ
ラ
ス
し
て
、
冷
や
汗
と
心
臓
の
ド
キ
ド

　

忍
者
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
の
シ
ュ
リ
ケ
ン
が
、「
広
報
ひ
み
」

の
ど
こ
か
に
あ
り
ま
す
。
掲
載
ペ
ー
ジ
が
分
か
っ
た
人

は
、
４
月
９
日
（
月
）
ま
で
に
、「
そ
の
ペ
ー
ジ
」
と
「
入
学

式
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
」、
住
所
、
氏
名
を
、
は
が
き
・

封
書
（
〒
９
３
５
‐
８
６
８
６
（
住
所
記
載
不
要
）
や
フ
ァ
ッ

ク
ス
（
蕭
74
‐
４
０
０
４
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（sh

im
in
n
o
ko
e
@

c
ity.h

im
i.lg
.jp

）
で
、「
氷
見
市
企
画
広
報
室
市
民
の
声
・
広

報
担
当
」
へ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で

３
名
様
に
、
ハ
ッ
ト
リ
く
ん
、
シ
ン
ゾ
ウ
、
獅
子
丸
の
い
ず

れ
か
携
帯
ス
ト
ラ
ッ
プ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
ま
た
、「
読

者
の
広
場
」
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
方
に
は
素

敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
贈
り

ま
す
。

編集
後記

　今月号から、「一歳になりました。」の希望者全員
を掲載させていただきました。かわいい笑顔がいっ
ぱいです。将来、どこかで互いに友だちになり、氷
見インターチェンジ開通を知らせる今月号を、仲良
くいっしょに見ることになるかもしれませんね。

■「
ひ
や
り
と
し
た
あ
の
場
所
、あ
の
一
瞬
」

　

昨
年
の
生
活
発
表
会
で
の
こ
と････

。「
宝

島
」
の
劇
で
、
海
賊
の
役
を
や
り
ま
し
た
。

大
き
な
声
で
上
手
に
演
じ
て
い
ま
し
た
が
、

劇
の
途
中
で
先
生
方
が
作
っ
て
下
さ
っ
た
宝

の
山
（
看
板
？
）
が
、
前
に
バ
タ
ン
と
倒
れ

て
ビ
ッ
ク
リ
！
で
も
会
場
の
笑
い
を
誘
い
ま

し
た
。　
　
　

 　
　
　
　
（
島
尾　

Ｒ
／
Ｎ
）

　

私
の
妹
が
幼
い
時
、
い
き
な
り
お
も
ち
ゃ

の
真
珠
の
玉
を
一
つ
鼻
の
穴
に
入
れ
ま
し

た
！
び
っ
く
り
し
て
「
フ
ー
」
っ
と
出
そ
う

と
鼻
か
ら
息
を
出
し
ま
し
た
が
、
出
て
こ
な

く
て
ヒ
ヤ
リ
と
し
ま
し
た
。
結
局
母
が
妹
を

病
院
へ
連
れ
て
行
き
、
ど
う
に
か
１
万
円
か

け
て
玉
は
取
れ
ま
し
た
。
本
当
に
ヒ
ヤ
リ
と

し
ま
し
た
。　
　
　
　
　

（
万
尾　

Ｍ
／
Ｔ
）

キ
が
続
き
ま
し
た
。
一
休
み
し
て
か
ら
、
動

か
な
い
カ
エ
ル
を
ク
ワ
に
乗
せ
て
畑
の
す
み

へ
行
き
、
土
の
中
に
入
れ
ま
し
た
。

（
柿
谷　

Ｔ
／
Ｍ
）

市
民
の
声

　

市
政
全
般
に
つ
い
て
の
「
市
民
の
声
」

を
「
シ
ュ
リ
ケ
ン
は
ど
こ
に
？
」
と
同

じ
方
法
で
お
寄
せ
下
さ
い
。

　

企
画
広
報
室
市
民
の
声　

広
報
担
当

　

蕁
74
‐
８
０
１
２

　能越自動車道高岡氷見道路で、本番さながらに
行われた総合防災訓練を取材しました。氷見イン
ターまでの開通は、市民生活が大変便利になる一
方で、大きな事故が発生する危険性も含んでいま
す。訓練がいつも訓練であるよう、十分気をつけ
て通行したいものです。

34



氷見②

　東海きくさん（窪）、谷澤よしいさん（仏生寺）、山田茂さん（一刎）の３人が１００歳を迎え、堂故市長が皆
さんを訪問し、長寿をお祝いしました。

２月１９日（月）に祝福を受ける東海さん
（右から２番目）

１００歳 おめでとうございます

２月１９日（月）に祝福を受け
る谷澤さん（中央）

３月６日（火）に祝福を受ける山田
さん（中央）

　２月20日（火）、氷見市地域子育てセンターで外
国人ママによる「ふれんどりーママサークル」が
立ち上がりました。この日は一般参加者と一緒に
プレイタイムを楽しんだ後、日本語、中国語、英
語が交差する中、今後の活動計画などを決めました。

県内初のスタートとなった国際ママサークル

外国人ママを応援します 　３月４日（日）、氷見漁港を発着点として、第
２５回氷見市消防駅伝競走大会が開催されまし
た。大会には、県内外から 29 チームが参加し、
碁石地区までの往復５区間をたすきでつなぎまし
た。

防火、防災のために

　３月 10日（土）、第２期寒ぶりっ娘が発表され
ました。また、ジャズピアニストの友井賢太郎さ
ん（富山市）作曲の春の全国中学生ハンドボール
選手権大会大会歌「輝く、君は」も披露されました。
（歌（カラオケ）は、氷見市のホームページで聞
くことができます。）

第2期寒ぶりっ娘のメンバー

第２期寒ぶりっ娘
こ

 結成

思い思いの防火標語を書いたゼッケンを胸にスタートす

る出場者
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子どもに魚の触感を伝える三國
シェフ（右）（関連記事31ページ）

氷見①

今月納期の市税
・固定資産税　１期　　納期限　５月１日（火）
夜間納税相談（市税の納付もできます）
・日時　４月19日（木）、20日（金）　いずれも午後８時まで
・場所　市役所税務課（午後７時以降は別館出入口をご利用ください。）

　お問い合わせ　税務課　蕁74-8041

人口と世帯
（平成19年3月1日現在）（外国人登録人口は除く。）

総人口 55,505人 （－89人）

男 26,587人 （－54人）

女 28,918人 （－35人）

世帯数 17,218世帯 （－8世帯）

※（　　）内は前月比

編
集
・
発
行
／
富
山
県
氷
見
市
丸
の
内
１
番
１
号
氷
見
市
企
画
広
報
室　

市
民
の
声
・
広
報
担
当

　
　
　
　
（
蕁
０
７
６
６
‐
74
‐
８
０
１
２
）（
FAX
０
７
６
６
‐
74
‐
４
０
０
４
）

印
刷
／
キ
ク
ラ
印
刷
株
式
会
社

こ
の
広
報
は
森
林
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

市内の交通事故発生状況
（平成19年3月15日現在）

人身事故件数 38件 （－4件）

負傷者数 48人 （＋3人）

死者数 2人 （±0人）

うち高齢者死亡者数 2人 （±0人）

※（　　）内は前年比

　３月３日（土）、４日（日）、フランス料理で世界的に有名な
三
み

國
くに

清
きよ

三
み

シェフが、いきいき元気館などで、「ミクニズ　キッ
ズファイブ」を開催しました。これは市の地域再生マネージャー
事業の一環として行われたもので、教室には市内と首都圏在住
の親子 11組が参加し、交流を深めながらブイヤベース作りな
どに取り組みました。

親子で体験することで、「食育」の大切さも実感
できた料理教室

三國シェフが 親子料理教室
　２月２７日（火）、いきいき元気館で、「お
魚さばき方教室」が開催されました。この
日は、市民24人が「氷見キトキト魚調理研
究会」のメンバー６人から、フクラギやカ
マスなどのさばき方の指導を受けました。

氷見キトキト魚調理研究会のメンバー（左）から指導
を受ける参加者

魚のさばき方に挑戦

　３月２日（金）～ 25日（日）、博物館特別展示室で、
特別展「昭和 30年代と暮らし」が開催されました。
また、３月４日（日）、中央公民館では、第２２回
公民館まつりが開催されました。

庶民の暮らしにス
ポットを当てた特
別展「昭和30年代
と暮らし」

みんな ほのぼの

公民館まつりでの
絵手紙作品展

５月９日（水）　午後６時３０分～
（開場午後６時）

場　所　氷見市民会館　大ホール

前売券　一　般　３，０００円

　　　高校生以下１，０００円

チケット取扱

　氷見市民会館、

　ハッピータウン

　プラファ　など

お問い合わせ

　氷見市民会館

　蕁74-8271

わらび座ミュージカル
義経～平泉の夢～
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